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九  

【
事
実
】
 
判
旨
が
 
「
原
審
が
適
法
に
確
定
す
る
と
こ
ろ
」
と
 
 

し
て
述
べ
る
事
実
関
係
を
そ
の
ま
ま
転
記
す
れ
ば
、
以
下
の
通
 
 

り
で
あ
る
。
「
用
A
は
、
昭
和
二
五
年
九
月
三
〇
目
、
本
件
各
埋
 
 

立
地
〔
＝
二
個
所
〕
 
が
存
在
す
る
場
所
を
含
む
海
面
六
〇
〇
〇
 
 

坪
に
つ
い
て
、
大
分
県
知
事
か
ら
旧
埋
立
法
 
〔
－
＝
昭
和
四
八
年
 
 

法
律
第
八
四
号
に
よ
る
改
正
前
の
公
有
水
面
埋
立
法
〕
 
二
条
に
 
 

基
づ
く
埋
立
免
許
を
受
け
、
遅
く
と
も
昭
和
三
二
年
九
月
こ
ろ
 
 

ま
で
に
は
埋
立
工
事
を
完
成
し
、
本
件
各
埋
立
地
は
陸
地
と
な
 
 

っ
た
が
、
竣
功
認
可
が
さ
れ
る
こ
と
な
く
同
免
許
は
失
効
し
た
。
 
 

畑
Ⅹ
の
祖
父
で
あ
る
B
は
、
同
月
こ
ろ
、
A
か
ら
本
件
各
埋
立
 
 

地
を
代
金
二
二
万
円
で
買
い
受
け
て
そ
の
引
渡
し
を
受
け
、
販
 
 

売
用
の
松
を
植
樹
す
る
な
ど
し
て
本
件
各
埋
立
輌
の
占
有
を
開
 
 

始
し
た
。
潮
B
は
、
昭
和
四
五
年
一
二
月
二
七
日
に
死
亡
し
、
 
 

Ⅹ
の
父
で
あ
る
C
が
相
続
に
よ
り
本
件
各
埋
立
地
の
占
有
を
取
 
 

得
し
て
、
平
成
七
年
一
一
月
二
一
日
に
死
亡
す
る
ま
で
そ
の
占
 
 

有
を
継
続
し
た
。
㈲
本
件
各
埋
立
地
の
西
側
に
隣
接
す
る
二
帝
 
 

の
土
地
も
昭
和
三
〇
年
こ
ろ
に
海
面
が
埋
め
立
て
ら
れ
た
も
の
 
 

で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
八
年
か
 
 

ら
昭
和
四
九
年
に
か
け
て
、
旧
埋
立
法
三
六
条
二
項
 
（
昭
和
四
 
 

八
年
法
律
第
八
四
号
に
よ
り
削
除
さ
れ
た
。
）
 
に
基
づ
く
埋
立
て
 
 

の
追
認
申
請
が
さ
れ
、
大
分
県
知
事
に
よ
り
こ
れ
が
認
可
さ
れ
 
 

て
、
そ
の
後
土
地
の
表
示
に
関
す
る
登
記
が
さ
れ
た
。
㈲
本
件
 
 

各
埋
立
地
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
原
状
回
復
が
求
め
ら
れ
た
と
の
 
 

事
情
は
う
か
が
え
な
い
」
っ
 
 
 

本
件
訴
訟
は
、
Ⅹ
 
〔
原
告
砂
被
控
訴
人
血
被
上
告
人
〕
 
が
、
 
 
 

「
根
 

醐
…
識
識
描
覇
鰯
発
狂
弾
 
「
珊
 
一
一
貢
 
 
二
、
九
 
 
 

公
有
水
面
埋
立
法
に
基
づ
く
埋
立
 
 

免
許
を
受
け
て
埋
立
工
事
が
完
成
 
 

し
た
後
竣
功
認
可
が
さ
れ
て
い
な
 
 

い
埋
立
地
が
私
法
上
所
有
権
の
客
 
 

体
に
な
る
場
合
 
 

軌
州
大
鰐
 
七
 
戸
 
克
 
彦
 
 

九半ルヽ  

国
で
あ
る
Y
 
〔
被
告
口
控
訴
人
。
上
告
人
〕
 
に
対
し
、
Ⅹ
の
父
 
 
 

C
が
昭
和
四
五
年
一
二
月
二
七
日
か
ら
二
〇
年
間
本
件
各
埋
立
 
 
 

地
の
占
有
を
継
続
し
た
こ
と
に
よ
り
本
件
各
埋
立
地
の
所
有
権
 
 
 

を
時
効
取
得
し
、
Ⅹ
が
こ
れ
を
相
続
に
よ
り
取
得
し
た
と
主
張
 
 
 

し
て
、
本
件
各
埋
立
地
の
所
有
権
の
確
認
を
請
求
し
た
事
案
で
 
 
 

あ
る
。
 
 

第
一
蕃
 
（
大
分
地
佐
伯
支
判
平
成
一
五
年
三
月
一
二
日
民
集
 
 
 

五
九
巻
一
〇
号
二
九
四
七
官
ニ
、
第
二
審
（
福
岡
高
宮
崎
支
判
平
 
 
 

成
一
五
年
九
月
九
日
民
集
五
九
巷
一
〇
号
二
九
五
六
頁
）
 
と
も
、
 
 
 

Ⅹ
の
請
求
を
認
容
し
た
た
め
、
国
Y
が
上
告
。
 
 

【
判
旨
】
 
上
告
棄
却
。
 
 
 

「
2
用
 
海
は
、
特
定
人
に
よ
る
独
占
的
排
他
的
支
配
の
許
さ
 
 

れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
現
行
法
上
、
海
水
に
覆
わ
れ
た
ま
ま
の
状
 
 

態
で
そ
の
一
定
範
囲
を
区
画
し
て
こ
れ
を
私
人
の
所
有
に
帰
属
さ
 
 

せ
る
と
い
う
制
度
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
海
水
に
覆
わ
れ
 
 

た
ま
ま
の
状
態
に
お
い
て
は
、
私
法
上
所
有
権
の
客
体
と
な
る
土
 
 

地
に
当
た
ら
な
い
 
（
最
高
裁
昭
和
五
五
年
何
ツ
第
一
四
七
号
同
六
 
 

一
年
一
二
月
一
六
日
第
三
小
法
廷
判
決
∵
民
業
四
〇
巻
七
号
一
二
 
 

三
六
頁
参
照
）
。
ま
た
、
海
面
を
埋
め
立
て
る
た
め
に
土
砂
が
投
 
 

入
さ
れ
て
埋
立
地
が
造
成
さ
れ
て
も
、
原
則
と
し
て
、
埋
立
権
者
 
 

が
竣
功
認
可
を
受
け
て
当
該
埋
立
地
の
所
有
権
を
取
得
す
る
ま
で
 
 

は
、
そ
の
土
砂
は
、
海
面
下
の
地
盤
に
付
合
す
る
も
の
で
は
な
 
 

く
、
公
有
水
面
埋
立
法
三
五
条
一
項
に
定
め
る
原
状
回
復
義
務
の
 
 

対
象
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
 
（
最
高
裁
昭
和
五
四
年
帥
第
七
三
 
 

六
号
同
五
七
年
六
月
一
七
R
［
第
一
小
法
廷
判
浄
∵
こ
民
業
三
六
巻
五
 
 

号
八
二
四
頁
参
照
）
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
海
面
の
埋
 
 

立
工
事
が
完
成
し
て
陸
地
が
形
成
さ
れ
て
も
、
同
項
に
定
め
る
原
 
 

状
回
復
義
務
の
対
象
と
な
り
得
る
限
り
は
、
海
面
下
の
地
盤
の
上
 
 

に
独
立
し
た
動
産
た
る
土
砂
が
置
か
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
か
 
 

ら
、
こ
の
時
点
で
は
い
ま
だ
当
該
埋
立
地
は
私
法
上
所
有
権
の
客
 
 

体
と
な
る
土
地
に
当
た
ら
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

榔
 
公
有
水
面
埋
立
法
三
五
条
一
項
に
定
め
る
上
記
原
状
回
復
 
 

義
務
は
、
海
の
公
共
性
を
回
復
す
る
た
め
に
埋
立
て
を
し
た
者
に
 
 

課
せ
ら
れ
た
義
務
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
長
年
に
わ
た
り
当
該
 
 

埋
立
地
が
事
実
上
公
の
呂
的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
放
置
さ
 
 

れ
、
公
共
用
財
産
と
し
て
の
形
態
、
機
能
を
完
全
に
喪
失
し
、
そ
 
 

の
上
に
他
人
の
平
穏
か
つ
公
然
の
占
有
が
継
続
し
た
が
、
そ
の
た
 
 

め
実
際
上
公
の
目
的
が
害
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
も
な
く
、
こ
れ
を
 
 

公
共
用
財
産
と
し
て
維
持
す
べ
き
理
由
が
な
く
な
っ
た
場
合
に
 
 

は
、
も
は
や
同
項
に
定
め
る
原
状
回
復
義
務
の
対
象
と
な
ら
な
い
 
 

と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
竣
功
未
認
可
埋
立
地
で
あ
 
 

っ
て
も
、
上
記
の
場
合
に
は
、
当
該
埋
立
地
は
、
も
は
や
公
有
水
 
 

面
に
復
元
さ
れ
る
こ
と
な
く
私
法
上
所
有
権
の
客
体
と
な
る
土
地
 
 

と
し
て
存
続
す
る
こ
と
が
確
定
し
、
同
時
に
、
黙
示
的
に
公
用
が
 
 

廃
止
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
取
得
時
効
の
対
象
と
な
る
と
い
う
べ
 
 

き
で
あ
る
 
（
最
高
裁
昭
和
五
一
年
囲
第
四
六
号
、
同
年
一
二
月
二
 
 

四
日
第
二
小
法
廷
判
決
－
民
業
三
〇
巻
一
一
号
一
一
〇
四
頁
参
 
 

照
）
。
 
 
 3

 
 
 二
＝
上
記
M
事
実
】
山
－
）
㈲
〕
 
の
事
実
に
よ
れ
ば
、
本
 
 

件
各
埋
立
地
は
、
C
が
占
有
を
開
始
し
た
昭
和
四
五
年
一
二
月
二
 
 

七
日
の
時
点
ま
で
に
は
、
公
共
用
財
産
と
し
て
の
形
態
、
機
能
を
 
 

完
全
に
喪
失
し
、
B
に
よ
る
平
穏
か
つ
公
然
の
占
有
が
継
続
し
た
 
 

が
、
そ
の
た
め
に
実
際
上
公
の
目
的
が
害
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
 
 

も
は
や
こ
れ
を
公
共
用
財
産
と
し
て
維
持
す
べ
き
理
由
が
な
く
な
 
 

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
す
る
と
、
C
が
占
有
を
 
 

開
始
し
た
上
記
の
時
点
に
お
い
て
は
、
本
件
各
埋
立
地
は
、
私
法
 
 

上
所
有
権
の
客
体
と
な
る
土
地
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
が
確
定
 
 

し
、
同
時
に
、
黙
示
的
に
公
用
が
廃
止
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
取
 
 

得
時
効
の
対
象
と
な
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
旨
 
 

の
見
解
に
立
っ
て
本
件
各
埋
立
地
に
対
す
る
C
の
取
得
時
効
の
成
 
 

立
を
肯
定
し
た
原
審
の
判
断
は
、
正
当
と
し
て
是
認
す
る
こ
と
が
 
 

で
き
る
。
原
判
決
に
所
論
の
違
法
は
な
く
、
論
旨
は
採
用
す
る
こ
 
 

と
が
で
き
な
い
。
」
 
 

【
評
釈
】
 
判
旨
の
結
論
に
は
賛
成
。
た
だ
し
、
結
論
に
至
る
ま
 
 

で
の
法
律
構
成
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
疑
問
点
が
あ
る
。
 
 

一
問
題
の
所
在
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し
か
し
、
H
①
免
許
条
件
に
よ
り
埋
立
に
関
す
る
工
事
の
実
施
 
 

設
計
認
可
の
申
請
を
要
す
る
場
合
に
お
い
て
、
申
請
に
対
し
て
不
 
 

認
可
の
処
分
が
あ
る
か
ま
た
は
申
請
が
な
か
っ
た
場
合
（
器
讃
 
 

口
r
）
、
お
よ
ぴ
、
②
竣
功
予
定
顛
閏
（
調
撃
）
内
に
撃
主
事
の
 
 

着
手
ま
た
は
竣
功
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
（
韻
）
に
は
、
埋
 
 

立
の
免
許
は
失
効
し
、
免
許
失
効
者
は
公
有
水
面
を
原
状
に
回
復
 
 

す
る
義
務
を
負
う
（
遥
覧
条
）
。
た
だ
し
、
都
道
府
県
知
事
 
 

は
、
原
状
回
復
の
必
要
が
な
い
か
原
状
回
復
が
不
能
と
認
め
た
も
 
 

の
に
つ
い
て
は
、
原
状
回
復
義
務
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
（
郡
 
 

雛
）
ご
」
の
場
合
に
は
、
投
入
さ
れ
た
土
砂
そ
の
他
の
物
件
を
無
 
 

償
で
国
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
（
謂
）
。
一
方
、
H
埋
 
 

立
の
免
許
を
受
け
な
い
で
埋
立
工
事
を
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
都
 
 

道
府
県
知
事
は
、
工
作
物
の
改
築
¢
除
却
、
損
害
防
止
施
設
の
設
 
 

置
、
原
状
回
復
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
（
調
譜
表
雛
朋
）
、
ま
 
 

た
、
上
記
H
免
許
失
効
の
場
合
と
同
様
、
原
状
回
復
を
免
除
し
て
 
 

土
砂
等
を
無
償
で
国
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
（
綱
摘
に
表
 
 

顆
嗣
）
。
 
 
 

な
お
、
上
記
H
の
う
ち
②
の
失
効
事
由
芦
埋
立
法
三
四
条
一
 
 

項
二
号
に
い
う
「
工
事
ノ
竣
功
ヲ
為
サ
サ
ル
ト
キ
」
と
は
、
事
実
 
 

上
埋
立
工
事
が
竣
功
し
な
い
場
合
だ
け
を
意
味
し
、
期
間
内
に
竣
 
 

功
認
可
を
申
請
し
な
い
場
合
を
含
ま
な
い
と
す
る
の
が
実
務
上
の
 
 

処
理
で
あ
り
（
諸
覧
牌
覧
宗
純
請
出
射
撃
八
摘
諸
謂
柑
㌔
 
 

定
の
手
続
を
し
な
い
た
め
未
完
結
と
な
っ
て
い
る
事
例
が
多
く
、
こ
の
取
扱
い
に
 
 

つ
い
て
、
事
実
上
は
指
定
期
間
内
に
竣
功
し
て
い
る
も
の
ま
で
、
免
許
 
（
又
は
追
 
 

認
）
 
の
効
力
消
滅
と
し
て
国
に
引
継
ぐ
よ
う
取
扱
う
の
は
、
酷
に
す
ぎ
る
と
思
わ
 
 

れ
ま
す
」
と
の
照
会
に
対
す
る
回
答
。
建
設
省
河
川
局
水
政
課
（
監
修
）
＝
建
設
 
 

の項／（、  警
報
附
願
）
の
免
許
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
（
諾
法
）
、
埋
立
 
 

の
免
許
を
受
け
た
者
（
軍
紀
潤
岨
硝
）
は
、
埋
」
言
開
す
る
工
 
 

事
が
竣
功
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
都
道
府
県
知
事
に
竣
功
認
可
 
 

を
申
請
し
（
鯛
讃
二
）
、
都
道
府
県
知
事
の
竣
功
認
可
の
告
示
 
 
 

公
有
水
面
（
臨
、
こ
沌
㌫
霜
讐
馳
㌶
碩
〃
崇
碩
”
㌦
 
 

鵬
一
）
を
埋
め
」
昔
よ
う
と
す
る
者
は
、
都
道
府
県
知
事
 
 

本
文
。
な
お
、
旧
埋
立
法
に
お
い
て
は
、
竣
功
認
可
 
 

段
階
で
所
有
権
を
取
得
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
 
 

同  
条 項  

の
日
に
お
い
て
埋
立
地
の
所
有
権
を
取
得
す
る
（
胴
攣
l
 
 

／（、軽水  
法旧立流  
に埋享去又  
お立一ハ  

相
謂
『
瑠
纏
綿
庵
牒
誌
面
空
襲
ド
）
、
し
た
が
っ
 
 

て
、
臼
竣
功
認
可
の
不
申
請
（
艶
㌍
宗
ば
㍍
耶
ル
㌍
謂
）
 
 

の
場
合
に
、
都
道
府
県
知
事
が
、
同
法
三
二
条
の
監
督
処
分
権
を
 
 

行
使
し
て
、
免
許
を
取
り
消
す
余
地
は
あ
る
も
の
の
、
免
許
が
当
 
 

然
に
失
効
す
る
こ
と
は
な
い
。
本
件
第
一
害
お
よ
び
原
審
も
∵
埋
 
 

立
の
免
許
が
失
効
し
た
旨
を
明
言
し
て
い
な
い
（
謹
㌫
諾
 
 

は
、
も
と
も
と
A
外
一
名
が
正
式
に
免
許
を
受
け
て
埋
立
を
開
始
し
た
も
の
で
、
 
 

少
な
く
と
も
免
許
が
さ
れ
た
時
点
で
は
、
将
来
、
免
許
が
失
効
す
る
こ
と
な
く
理
 
 

詰
鳩
折
㌢
謂
謂
翳
譜
㍍
択
詩
媚
雫
）
。
に
も
か
か
わ
ら
 
 

ず
、
最
高
裁
が
 
「
原
審
が
適
法
に
確
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
 
 

用
…
…
遅
く
と
も
昭
和
三
二
年
九
月
こ
ろ
ま
で
に
は
本
件
各
土
地
 
 

は
陸
地
と
な
っ
た
が
、
竣
功
認
可
が
さ
れ
る
こ
と
な
く
同
免
許
は
 
 

失
効
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
∴
適
切
と
は
思
わ
れ
な
い
。
第
 
 

一
薫
∵
原
審
の
認
定
に
よ
れ
ば
、
本
件
A
の
昭
和
二
五
年
の
免
許
 
 

出
願
時
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
竣
功
期
間
は
二
年
以
内
と
さ
れ
て
 
 

い
た
か
ら
、
右
竣
功
期
間
の
存
在
を
明
示
し
て
、
昭
和
二
七
年
の
 
 

竣
功
期
限
徒
過
を
根
拠
に
失
効
を
認
定
す
る
の
な
ら
と
も
か
く
、
 
 

上
記
判
旨
の
よ
う
な
説
示
の
仕
方
で
埋
立
免
許
の
失
効
を
導
く
こ
 
 

と
は
で
き
な
い
。
な
お
、
本
件
Ⅹ
の
祖
父
B
は
、
右
埋
立
権
者
A
 
 

か
ら
本
件
竣
功
未
認
可
埋
立
地
を
「
代
金
二
二
万
円
で
買
い
受
 
 

け
」
た
者
で
あ
り
、
こ
の
売
買
の
法
的
性
質
を
ど
う
見
る
か
に
つ
 
 

い
て
は
、
後
述
す
る
竣
功
未
認
可
埋
立
地
の
所
有
権
と
の
関
係
で
 
 

問
題
と
は
な
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
占
有
伊
使
用
は
、
埋
立
法
二
 
 

三
条
に
よ
り
埋
立
権
者
A
に
認
め
ら
れ
た
未
竣
功
埋
立
地
の
使
用
 
 

権
の
範
囲
に
属
す
る
と
解
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
点
と
の
関
係
で
 
 

も
、
A
の
埋
立
権
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
 
 

一
方
、
日
無
免
許
埋
立
に
は
、
①
当
初
よ
り
出
願
意
思
の
な
い
 
 

埋
立
の
ほ
か
に
、
②
出
願
前
な
い
し
免
許
取
得
前
の
埋
立
、
③
埋
 
 

立
区
域
を
越
え
て
行
っ
た
埋
立
、
さ
ら
に
は
、
④
土
砂
等
の
不
法
 
 

投
棄
の
結
果
と
し
て
事
実
上
生
じ
た
埋
立
等
、
種
々
の
ケ
ー
ス
が
 
 

存
在
す
る
が
（
謂
㌔
詣
詔
諾
詣
臥
州
）
、
昭
和
四
八
年
改
正
 
 

前
の
旧
埋
立
法
三
六
条
に
は
、
こ
れ
ら
無
免
許
埋
立
を
行
っ
た
者
 
 

の
出
願
に
基
づ
く
（
鯛
舘
刷
駈
詔
鮎
畿
諾
）
埋
立
の
追
認
の
制
 
 

度
が
存
在
し
て
い
た
（
讃
旧
）
。
た
だ
し
、
こ
の
制
度
が
、
上
記
 
 

H
免
許
失
効
の
場
合
に
も
適
用
が
あ
る
か
に
つ
い
て
は
争
い
が
あ
 
 

り
、
適
用
否
定
説
に
」
芸
実
務
（
雛
梱
翫
折
虻
新
譜
顎
詰
諾
 
 

睨
雛
机
雛
㌘
譜
詣
霊
に
対
し
て
、
学
説
中
に
は
適
用
肯
 
 

定
説
も
存
在
し
た
た
め
（
詔
種
新
雛
刊
正
一
一
㌫
韓
還
器
詳
 
 

下
）
、
適
用
肯
定
説
に
立
っ
た
場
合
に
は
、
も
し
仮
に
最
高
裁
が
 
 

述
べ
る
よ
う
に
免
許
が
失
効
し
て
い
た
と
し
て
も
、
埋
立
権
者
が
 
 

追
認
に
よ
り
埋
立
地
の
所
有
権
を
取
得
す
る
余
地
は
あ
っ
た
。
し
 
 

か
し
な
が
ら
、
本
件
に
お
け
る
埋
立
権
者
は
A
で
あ
っ
て
、
Ⅹ
の
 
 

先
々
代
B
は
、
A
か
ら
本
件
竣
功
未
認
可
埋
立
地
を
「
買
い
受
 
 

け
」
 
た
者
に
す
ぎ
な
い
。
 
 
 

な
お
、
こ
の
0
無
免
許
埋
立
に
関
し
て
は
、
講
学
上
「
無
願
埋
 
 

立
」
と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
用
語
 
 

は
、
前
示
H
免
許
失
効
と
0
無
免
許
埋
立
の
両
者
を
含
む
意
味
で
 
 

（
加
配
詣
噺
詣
乱
打
に
詣
鮨
虹
Ⅲ
諾
珊
に
）
用
い
ら
れ
る
こ
 
 

と
も
多
い
。
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
用
語
は
、
本
件
の
よ
う
な
日
竣
 
 

功
未
認
可
 
（
未
申
請
）
 
の
場
合
も
含
め
た
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
 
 

と
す
ら
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
記
の
よ
う
に
、
臼
に
お
い
て
 
 

は
、
免
許
出
願
は
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、
上
記
の
よ
 
 

う
に
、
単
に
竣
功
認
可
未
申
請
な
い
し
未
認
可
の
状
態
で
は
免
許
 
 

が
当
然
に
失
効
せ
ず
、
そ
の
結
果
、
日
日
に
関
し
て
適
用
さ
れ
る
 
 

埋
立
土
砂
等
の
国
へ
の
無
償
帰
属
を
定
め
た
埋
立
法
三
五
条
の
規
 
 

定
が
臼
に
関
し
て
は
適
用
さ
れ
な
い
以
上
、
臼
を
指
し
て
「
無
願
 
 

埋
」
と
と
呼
ぶ
の
は
不
適
切
で
あ
る
。
 
 
 

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
高
裁
は
、
原
審
判
断
に
は
な
い
H
免
許
 
 

失
効
を
論
じ
、
本
件
事
案
に
埋
立
法
三
五
条
を
適
用
し
て
、
次
の
 
 

よ
う
な
論
理
に
よ
っ
て
、
Ⅹ
の
本
件
各
埋
立
地
に
関
す
る
時
効
取
 
 

得
の
主
張
を
認
め
た
。
〔
Ⅰ
〕
 
「
同
項
〔
＝
埋
立
法
三
五
条
一
項
〕
 
 

に
定
め
る
原
状
回
復
義
務
の
対
象
と
な
り
得
る
限
り
は
、
海
面
下
 
 

の
地
盤
の
上
に
独
立
し
た
動
産
た
る
土
砂
が
置
か
れ
て
い
る
に
す
 
 

ぎ
な
い
か
ら
、
こ
の
時
点
で
は
い
ま
だ
当
該
埋
立
地
は
私
法
上
所
 
 

有
権
の
客
体
と
な
る
土
地
に
当
た
ら
な
い
」
（
躇
巳
）
、
〔
H
〕
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「
埋
立
地
が
‥
】
・
▲
■
′
公
共
用
財
産
と
し
て
維
持
す
べ
き
理
由
が
な
く
 
 

な
っ
た
場
合
に
は
、
も
は
や
同
項
に
定
め
る
原
状
回
復
義
務
の
対
 
 

象
と
な
ら
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
竣
功
未
認
 
 

可
埋
立
地
で
あ
っ
て
も
、
上
記
の
場
合
に
は
、
当
該
埋
立
地
は
、
 
 

も
は
や
公
有
水
面
に
復
元
さ
れ
る
こ
と
な
く
私
法
上
所
有
権
の
客
 
 

体
と
な
る
土
地
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
が
確
定
し
、
同
時
に
、
黙
 
 

示
的
に
公
用
が
廃
止
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
取
得
時
効
の
対
象
と
 
 

な
る
」
（
媚
巳
）
。
 
 
 

こ
の
う
ち
の
判
旨
〔
Ⅰ
〕
 
で
は
、
Ⅲ
明
治
期
に
な
さ
れ
た
干
潟
 
 

の
払
下
げ
の
効
力
が
争
わ
れ
た
最
（
三
小
）
 
判
昭
和
六
一
年
一
二
 
 

月
一
六
日
 
（
後
掲
【
1
8
】
）
 
と
、
闇
付
合
に
よ
る
埋
立
土
砂
の
所
有
 
 

権
の
帰
属
が
争
わ
れ
た
最
（
一
小
）
 
判
昭
和
五
七
年
六
月
一
七
日
 
 

（
後
掲
【
3
7
】
）
 
が
、
ま
た
、
判
旨
〔
H
〕
 
で
は
、
㈲
時
効
に
よ
る
 
 

所
有
権
取
得
が
争
わ
れ
た
最
（
二
小
）
 
判
昭
和
五
一
年
一
二
月
二
 
 

四
日
 
（
後
掲
【
糾
】
）
 
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
引
 
 

用
判
例
の
論
点
に
即
し
て
検
討
を
加
え
る
。
 
 
 

二
 
払
下
げ
海
面
の
「
土
地
」
性
 
 
 

ま
ず
、
上
記
引
用
判
例
の
う
ち
の
㈲
は
、
海
面
下
の
土
地
に
対
 
 

す
る
私
人
の
所
有
権
の
成
立
が
争
わ
れ
て
い
る
三
つ
の
類
型
芦
 
 

①
自
然
海
没
地
（
謂
鮎
諸
宗
に
）
、
②
人
工
海
面
（
人
工
海
 
 

没
地
）
（
朗
報
帽
鮎
謂
鎧
議
場
超
）
、
③
払
下
げ
海
面
 
 

（
棚
開
鯛
諜
轟
謂
蛸
珊
加
鵬
面
）
の
う
ち
の
最
後
の
も
の
（
③
）
 
 

で
あ
る
（
サ
小
鮒
鴫
感
塩
湖
頭
瑞
軒
離
儒
即
断
恥
㌫
㌔
甑
謂
 
 

』
 
（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
〇
三
年
）
一
七
六
頁
以
下
の
ほ
か
、
七
戸
「
海
面
下
 
 

に
る
に
 
 

法
務
省
の
不
動
産
登
記
実
務
は
、
水
没
地
一
般
に
つ
き
滅
失
登
 
 

記
の
手
続
を
と
っ
て
お
り
、
こ
の
点
を
捉
え
て
、
登
記
実
務
で
は
 
 

回
海
面
下
の
土
地
の
「
不
動
産
」
性
な
い
し
「
土
地
」
性
を
否
定
 
 

し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
①
自
然
海
没
地
に
関
し
て
 
 

は
、
そ
の
海
没
の
状
態
が
一
時
的
な
も
の
と
認
定
さ
れ
る
場
合
に
 
 

限
っ
て
例
外
的
に
私
的
所
有
権
は
消
滅
せ
ず
、
不
動
産
な
い
し
土
 
 

の
土
地
所
有
権
関
す
最
近
の
裁
判
例
つ
い
て
拍
佃
桐
」
 
 

法
研
究
所
月
報
一
六
三
号
 
（
二
〇
〇
三
年
）
一
頁
、
一
六
五
 
 

（
二
〇
〇
三
年
）
一
貫
、
一
六
六
号
 
（
二
〇
〇
四
年
）
一
頁
参
 
 
 

㈲
 
行
政
解
釈
 
 

照号「∃、  
本七   〔〉  

】   干戸  
イ、「  

ル海  
ギ面  
†下  

地
と
し
て
の
登
記
能
力
を
有
す
る
と
さ
れ
て
い
る
（
詣
鯛
誌
甜
 
 

総
論
 
（
新
版
）
 
山
』
 
（
金
融
財
政
事
情
研
究
会
、
一
九
八
t
一
年
）
 
四
〇
頁
以
下
、
 
 

有
馬
厚
書
芸
打
論
不
動
産
表
示
登
記
総
論
』
 
（
金
融
財
政
事
惜
研
究
会
、
二
〇
〇
 
 

忙
詐
㍍
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
財
務
省
な
ら
び
に
国
土
交
通
省
に
 
 

お
い
て
は
、
海
を
国
有
財
産
法
上
の
公
共
用
財
産
と
し
て
取
り
扱
 
 

い
、
海
面
お
よ
び
海
底
の
使
用
に
関
し
て
は
、
国
有
財
産
法
に
基
 
 

づ
く
行
政
財
産
の
使
用
許
可
を
受
け
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
お
り
 
 

（
諾
柑
珊
難
関
ほ
蛮
一
節
諏
蛙
輔
謝
婚
謂
ヰ
凋
封
訓
軸
㌶
 
 

㌍
蜃
箱
譜
蟹
詣
緩
蒜
攣
頭
帯
纏
讃
戎
篭
）
、
こ
の
 
 

点
を
捉
え
て
、
学
説
は
、
㈲
海
面
下
の
土
地
に
関
し
て
も
「
土
 
 

地
」
性
を
肯
定
す
る
見
解
に
立
っ
て
い
る
も
の
と
理
解
し
て
い
 
 

る
。
 
 
 

た
だ
、
こ
れ
ら
不
動
産
登
記
法
あ
る
い
は
国
有
財
産
法
上
の
処
 
 

理
を
、
条
文
の
適
用
領
域
を
越
え
て
推
及
し
、
海
面
下
の
土
地
の
 
 

所
有
権
に
関
す
る
回
否
定
説
・
㈲
肯
定
説
と
い
う
一
般
原
則
に
敷
 
 

桁
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
疑
問
が
残
る
。
 
 
 

拗
 
判
例
 
 

一
方
、
初
期
の
判
例
に
お
い
て
現
れ
た
事
案
は
、
上
記
類
型
中
 
 

の
①
自
然
海
没
地
と
③
払
下
げ
水
面
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
に
対
 
 

し
て
私
人
の
所
有
権
を
否
定
す
る
結
論
を
と
る
判
例
は
、
そ
の
理
 
 

由
づ
け
の
際
に
、
回
海
な
い
し
海
面
下
の
土
地
は
公
共
物
で
あ
っ
 
 

て
私
法
上
の
所
有
権
の
客
体
た
る
性
質
（
「
不
動
産
」
性
÷
土
 
 

地
」
性
）
 
を
有
し
て
い
な
い
、
と
の
一
般
論
を
説
示
す
る
こ
と
が
 
 

多
か
っ
た
。
他
方
、
私
人
の
所
有
権
を
肯
定
す
る
判
例
に
お
い
て
 
 

は
、
右
一
般
論
に
関
し
て
も
、
㈲
海
と
い
え
ど
も
、
支
配
可
能
性
 
 

と
支
配
価
値
が
あ
る
限
り
、
一
般
の
物
と
同
様
、
私
的
所
有
権
の
 
 

客
体
と
な
り
得
る
と
の
立
論
を
行
う
。
こ
の
点
に
関
す
る
判
例
 
 

を
、
年
代
順
に
列
挙
す
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
 
 

【
1
】
東
京
地
判
大
正
三
年
一
〇
月
九
日
法
律
新
聞
九
九
二
号
二
三
 
 

貢
（
認
粁
が
譜
∵
酎
紅
組
虹
白
桃
肯
）
 
 

【
2
】
釜
山
地
方
法
院
判
大
正
三
年
一
二
月
三
日
法
律
新
聞
九
八
八
 
 

号
二
四
頁
（
野
蒜
描
㌫
韻
議
難
敵
監
餌
地
」
）
 
 

【
3
】
大
判
大
正
四
年
一
二
月
二
八
冒
民
録
二
一
輯
二
二
七
四
貢
 
 
 

【
7
】
神
戸
地
判
昭
和
三
九
年
六
月
四
日
訟
務
月
報
一
一
巻
四
号
五
 
 

六
書
（
（
細
詐
肘
謂
㌫
船
舶
紬
爾
嘩
止
）
 
 

【
8
】
鹿
児
島
地
判
昭
和
五
一
年
三
月
三
一
日
判
時
八
一
六
号
一
二
 
 

貢
（
開
紅
絹
表
紺
沌
謂
詰
↑
謂
硝
軸
記
鴨
謁
鯛
詑
絹
の
）
 
 

【
9
】
名
古
屋
地
判
昭
和
五
一
年
四
月
二
八
日
行
裁
集
二
七
巻
四
号
 
 

六
型
二
頁
義
務
月
琴
一
二
巻
書
方
二
七
二
頁
（
銅
需
品
 
 

邁
酎
違
薫
警
讐
瑠
耶
研
僻
絹
針
針
）
 
 

【
1
0
】
名
古
屋
地
判
昭
和
五
一
年
四
月
二
八
日
判
夕
三
三
七
号
二
二
 
 

二
貢
（
憎
頂
遽
警
視
語
順
」
完
用
㌔
謡
折
紺
踊
面
）
 
 

【
1
1
】
東
京
高
判
昭
和
五
一
年
七
月
一
二
日
訟
務
月
報
二
二
巻
九
号
 
 

二
一
七
妄
（
糊
禦
工
躯
謂
憎
静
謂
油
那
証
詰
讐
 
 

【
1
2
】
最
〓
小
）
 
判
昭
和
五
二
年
一
二
月
一
二
日
訟
務
月
報
二
四
 
 
 

巻
一
号
二
五
官
∵
判
時
八
七
八
号
六
五
官
∵
判
夕
三
六
〇
号
一
 
 

四
二
頁
（
諾
讐
餅
穫
軋
離
謂
牒
即
諾
誰
餌
）
 
 

【
1
3
】
福
岡
高
判
昭
和
五
四
年
一
二
月
三
日
高
民
業
三
二
巻
三
号
二
 
 

五
〇
頁
姦
裁
月
彗
一
二
巻
八
号
八
三
頁
（
諾
慧
藍
軒
 
 

窮
択
鮎
）
 
 

【
洞
山
名
古
屋
高
判
昭
和
五
五
年
八
月
二
九
日
高
民
菓
三
三
巻
三
号
 
 

一
七
六
苧
行
裁
集
≡
巷
八
号
一
六
七
八
頁
（
離
媚
撃
鞘
帽
 
 

「
∴
∵
 
 
 
、
 
 
 
 
 
－
 
 

【
ほ
】
東
京
地
判
昭
和
五
七
年
三
月
二
九
日
行
裁
集
三
三
巻
三
号
六
 
 

六
〇
貢
・
訟
務
月
報
二
八
巻
六
号
一
一
九
五
頁
（
誰
㌘
桐
㍍
 
 
鳶
Ⅷ
証
違
㌫
鞘
篭
肇
盛
軒
－
莞
）
 
 

【
1
6
】
東
京
高
判
昭
和
五
七
年
九
月
二
二
日
行
裁
集
三
四
巻
九
号
一
 
 

六
一
五
頁
（
Ⅶ
篭
講
鞄
湾
頭
誰
諾
擢
還
諾
欄
諾
）
 
 
 

（
詑
霜
謂
∵
酎
恕
評
跳
否
）
 
 

【
4
】
朝
鮮
高
等
法
院
判
大
正
五
年
五
月
九
日
朝
鮮
高
等
法
院
判
決
 
 
 

録
五
巻
二
号
五
二
一
頁
9
朝
鮮
高
等
法
院
判
例
一
巻
民
事
二
七
 
 

七
貢
（
讐
配
架
酢
篭
篭
憫
醍
猷
紅
聖
 
 

【
5
】
大
阪
控
判
大
正
七
年
二
月
二
〇
目
法
律
新
聞
一
三
九
八
号
二
 
 

四
貢
（
崇
拝
篭
甲
．
軒
鮎
㌍
鍋
否
）
 
 

【
6
】
東
京
地
判
昭
和
三
八
年
三
月
三
〇
日
下
民
集
一
四
巷
三
号
五
 
 

三
頁
（
 
 羽
田
空
港
訴
訟
第
一
審
判
決
。
 
 
 
 
・
 
 

「
 
〕
∵
・
・
l
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【
1
7
】
名
古
屋
地
判
昭
和
五
九
年
一
〇
月
三
一
日
訟
務
月
琴
二
一
巻
 
 

六
三
三
九
一
貫
（
別
個
諾
糟
閥
臥
甲
山
邁
証
㌫
鯛
運
）
 
 

【
1
8
】
最
 
（
三
小
）
 
判
昭
和
六
一
年
一
二
月
一
六
日
民
集
四
〇
巻
七
 
 

号
一
二
三
六
頁
（
錮
肇
粁
諾
悸
遽
珊
瑚
監
㍊
濯
巽
瑠
＝
 
 

諾
讐
）
 
 
 

本
判
決
の
引
用
す
る
右
【
ほ
】
判
決
は
、
川
原
則
論
と
し
て
、
 
 

「
海
は
、
古
来
よ
り
自
然
の
状
態
の
ま
ま
で
一
般
公
衆
の
共
同
使
 
 

用
に
供
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
の
い
わ
ゆ
る
公
共
用
物
で
あ
っ
て
、
 
 

国
の
直
接
の
公
法
的
支
配
管
理
に
服
し
、
特
定
人
に
よ
る
排
他
的
 
 

支
配
の
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
に
お
 
 

い
て
は
、
所
有
権
の
客
体
た
る
土
地
に
当
た
ら
な
い
と
い
う
べ
き
 
 

で
あ
る
」
と
し
な
が
ら
も
、
闇
従
来
の
判
例
に
お
い
て
問
題
と
な
 
 

っ
て
い
た
①
自
然
海
没
地
お
よ
び
③
払
下
げ
海
面
に
つ
き
、
〓
疋
 
 

の
条
件
の
下
に
私
人
の
所
有
権
の
客
体
と
な
り
得
る
こ
と
を
承
認
 
 

し
っ
つ
、
し
か
し
、
制
結
論
に
お
い
て
③
払
下
げ
海
面
の
所
有
権
 
 

の
成
立
を
否
定
す
る
と
い
う
、
ね
じ
れ
た
構
造
を
有
し
て
い
る
。
 
 

そ
の
結
果
、
以
後
の
判
例
に
お
い
て
は
、
①
あ
る
い
は
③
の
事
案
 
 

に
関
し
て
肯
定
的
な
結
論
を
下
す
場
合
に
も
、
㈲
 
「
土
地
」
性
否
 
 

定
の
原
則
論
を
説
示
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
 
 

【
1
9
】
名
古
屋
地
判
昭
和
六
二
年
二
月
二
七
日
判
時
一
二
四
三
号
七
 
 

七
頁
義
夕
六
五
七
三
〇
九
頁
（
謡
頸
踵
即
断
鞄
相
即
冊
 
 

、
 
 

【
2
0
】
和
歌
山
地
判
昭
和
六
二
年
五
月
二
七
日
判
例
地
方
自
治
四
二
 
 

号
六
八
頁
（
朋
開
削
諾
佃
鳩
絹
苅
和
洋
訪
削
謂
靴
読
甜
雛
論
 
 

駁
完
醍
諾
許
か
た
）
 
 

【
2
1
】
福
岡
高
宮
崎
支
判
平
成
元
年
∵
月
二
五
R
判
例
集
未
登
載
 
 
 

（
摺
鮎
摘
㌍
兢
紅
酢
監
詣
詣
幣
露
頭
㌫
指
摘
澗
髄
 
 

鞘
朋
礪
謂
認
鵬
讐
詣
凱
詣
讐
㌍
悠
）
 
 

【
2
2
】
名
古
屋
地
判
平
成
四
年
三
月
一
八
一
出
行
裁
集
四
三
巻
三
号
四
 
 

四
妄
（
撃
墜
挙
証
謂
射
場
和
個
詔
粁
舗
柏
甑
膿
。
．
 
 

認
耶
紺
増
鮎
醐
闘
㌘
る
）
 
 

【
2
3
】
高
知
地
判
平
成
七
年
五
月
二
二
日
判
時
一
五
六
六
号
一
一
九
 
 

貢
（
詔
銅
鐸
配
配
詔
舘
懐
い
請
謁
銅
器
射
酎
硝
師
酢
沌
 
 

ず
所
有
権
 
 

取
得
を
肯
定
 
 

【
2
4
】
名
古
屋
高
判
平
成
九
年
一
月
三
〇
日
行
裁
集
四
八
巻
一
～
二
 
 

号
妄
（
謹
諾
相
㍍
諸
服
ほ
用
宗
矧
朋
臥
配
㌔
哲
珊
 
 

謂
相
即
抽
㍍
鮮
相
加
謂
）
 
 

【
2
5
】
福
岡
高
那
覇
支
判
平
成
一
一
年
一
二
月
二
一
日
訟
務
月
報
四
 
 

七
巻
一
二
号
三
五
八
七
頁
（
純
絹
醐
即
諾
詣
緋
賢
㌫
且
帯
餌
 
 

臥
配
偶
娼
計
安
㌔
讃
飛
脚
鮨
郡
雛
祭
即
開
び
）
 
 

【
2
6
】
長
崎
弛
大
村
支
判
平
成
一
三
年
三
月
二
三
日
訟
務
月
報
四
九
 
 

巻
一
〇
号
二
九
一
一
頁
（
謎
錨
㌫
鮎
幣
相
場
獅
即
諾
欝
 
 

鍋
削
れ
詣
瑠
．
㍉
法
輪
髭
那
敵
組
止
円
跳
頂
）
 
 

【
2
7
】
名
古
屋
地
判
平
成
一
三
年
六
月
二
九
日
判
夕
一
〇
七
九
号
八
 
 

六
頁
や
判
例
地
方
自
治
二
二
五
号
三
言
（
（
禁
断
詣
臥
蒜
糠
 
 
 

∵
∵
、
・
・
∵
 
．
 
1
 
 

門
2
8
窒
静
岡
地
判
平
成
一
三
年
九
月
一
四
日
判
夕
一
〇
八
四
号
一
四
 
 

三
貢
（
頼
掛
川
絹
Ⅵ
畑
報
硝
別
院
馴
相
恥
駕
㌍
：
沌
頚
髄
礪
馳
 
 
 

面
と
区
別
し
て
の
認
識
が
可
能
で
あ
る
限
り
、
所
有
権
の
客
体
た
る
土
地
と
し
 
 
 

て
の
性
格
を
失
わ
な
い
と
す
る
【
1
8
】
判
決
の
説
示
は
、
②
人
工
海
没
地
に
つ
い
 
 

髭
塁
摘
）
 
 

【
2
9
】
福
岡
高
判
平
成
一
四
年
二
月
二
八
日
訟
素
月
報
四
九
巻
一
 
 

〇
号
二
八
九
妄
（
堰
諾
欒
」
招
戎
讐
憐
鎧
瑠
和
服
報
 
 

僻
詣
m
択
購
㌫
柁
勤
詣
翫
折
詰
㍍
謂
礪
歳
鮒
附
踊
諾
禍
）
 
 

【
3
0
】
名
古
屋
高
判
平
成
一
五
年
六
月
二
七
日
L
E
X
【
D
B
文
献
 
 

番
号
2
7
2
7
3
5
3
。
こ
額
輔
粁
瀾
撰
器
笥
離
籍
醍
漂
 
 

…
「
海
は
一
般
公
衆
の
共
同
便
用
に
供
さ
れ
る
公
共
用
物
で
閂
の
公
法
的
支
 
 
 

配
管
理
に
服
し
、
国
が
特
段
の
立
法
を
し
た
場
合
は
別
と
し
て
、
特
定
私
人
の
 
 

【
封
】
大
分
地
判
平
成
一
六
年
一
〇
月
六
日
判
例
地
方
自
治
二
六
八
 
 

号
一
〇
四
頁
（
翫
鰍
踊
㍑
机
ひ
択
律
諸
説
報
配
離
禦
根
宗
Ⅷ
 
 

舗
相
関
如
謂
印
刷
用
諾
い
ひ
配
鮎
謂
詣
欝
開
票
摘
舶
場
）
 
 
 

右
の
よ
う
に
、
【
ほ
山
判
決
以
降
の
裁
判
例
は
、
【
ほ
】
判
決
の
説
 
 

示
す
る
①
自
然
海
没
地
と
③
払
下
げ
海
面
に
加
え
て
、
②
人
工
海
 
 

没
地
に
つ
い
て
も
、
①
自
然
海
投
地
と
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
 
 

し
て
、
私
人
に
よ
る
所
有
権
の
取
得
を
認
め
る
に
至
っ
て
い
る
 
 

（
【
2
4
】
【
2
5
】
【
2
8
山
）
。
だ
が
、
こ
れ
ら
①
（
②
）
③
の
事
案
に
つ
 
 

な
ら
な
い
 
 

旨
を
判
示
 
 

き
所
有
権
取
得
肯
定
の
具
体
的
結
論
を
導
く
た
め
、
一
般
論
と
し
 
 

て
こ
れ
を
肯
定
し
た
最
高
裁
判
例
で
あ
る
【
ほ
】
判
決
を
引
用
し
た
 
 

場
合
に
は
、
あ
わ
せ
て
回
「
土
地
」
性
否
定
の
原
則
論
を
も
引
き
 
 

継
が
ざ
る
を
得
な
い
。
 
 
 

制
 
学
説
 
 
 

こ
れ
に
対
し
て
、
学
説
は
、
【
ほ
】
判
決
の
先
例
拘
束
力
か
ら
自
 
 

由
な
立
場
に
あ
る
た
め
、
か
つ
て
の
判
例
の
よ
う
に
、
一
般
論
と
 
 

し
て
の
㈲
「
土
地
」
性
肯
定
説
に
立
っ
て
、
①
自
然
海
没
地
。
②
 
 

人
工
海
没
地
。
③
払
下
げ
海
面
の
事
案
に
つ
き
、
私
人
の
所
有
権
 
 

肯
定
の
結
論
を
導
く
見
解
も
有
力
で
あ
る
（
開
鮒
空
誕
郡
弛
諾
 
 

㈲
 
検
討
 
 
 

以
上
を
要
す
る
に
、
第
一
に
、
【
1
8
】
判
決
の
「
海
は
、
…
…
そ
 
 

の
ま
ま
の
状
態
に
お
い
て
は
、
所
有
権
の
客
体
た
る
土
地
に
当
た
 
 

ら
な
い
」
と
の
一
般
命
題
は
、
上
述
し
た
よ
う
な
判
例
の
特
殊
的
 
 

な
変
遷
経
緯
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
①
自
然
海
没
地
む
②
人
 
 

工
海
没
地
。
③
払
下
げ
水
面
の
論
点
に
関
す
る
所
有
権
を
め
ぐ
る
 
 

事
案
解
決
に
と
っ
て
、
必
要
不
可
欠
な
判
断
要
素
で
は
な
い
。
 
 

門
ほ
】
判
決
の
主
要
部
分
は
、
①
。
③
に
対
す
る
私
的
所
有
権
の
成
 
 

立
可
能
性
を
説
示
し
た
個
所
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
判
 
 

決
が
、
規
範
的
要
素
の
稀
薄
な
上
記
一
般
命
題
の
側
を
と
く
に
切
 
 

り
取
っ
て
引
用
す
る
の
は
、
適
切
と
は
思
わ
れ
な
い
。
 
 
 

第
二
に
、
右
と
類
似
の
現
象
で
は
あ
る
が
、
不
動
産
登
記
法
や
 
 

国
有
財
産
法
上
の
処
理
を
、
法
規
の
予
定
外
の
領
域
に
ま
で
推
し
 
 

及
ぼ
し
て
、
海
面
下
の
土
地
所
有
権
の
肯
定
。
否
定
の
一
般
論
を
 
 

導
く
論
理
も
ま
た
、
正
当
で
は
な
い
。
か
つ
て
、
昭
和
三
七
年
現
 
 

行
河
川
法
の
制
定
前
に
お
い
て
は
、
旧
河
川
法
三
条
が
、
河
川
が
 
 

敷
地
を
含
め
て
私
権
の
目
的
と
な
り
待
な
い
旨
を
規
定
し
て
い
た
 
 

こ
と
か
ら
、
同
条
を
例
示
し
っ
つ
、
海
も
含
め
た
公
有
水
面
一
般
 
 

が
私
権
の
客
体
と
な
ら
な
い
旨
の
立
論
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
 
 

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
現
行
河
川
法
二
条
二
項
は
、
河
川
の
流
水
 
 

の
み
が
私
権
の
目
的
と
な
ら
な
い
旨
を
定
め
、
河
川
の
敷
地
が
私
 
 

権
の
客
体
と
な
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
旧
法
下
の
論
理
を
そ
 
 

の
ま
ま
転
用
す
る
な
ら
ば
、
同
じ
公
有
水
面
で
あ
る
海
に
関
し
て
 
 
 

講
し
鮫
町
議
掲
荒
畑
詐
配
“
）
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も
、
海
水
に
つ
い
て
は
私
権
の
客
体
と
な
ら
な
い
が
、
海
面
下
の
 
 

土
地
に
つ
い
て
は
私
権
の
客
体
と
な
る
と
の
結
論
が
導
か
れ
そ
う
 
 

な
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
今
日
の
学
説
に
お
い
て
は
、
こ
の
 
 

よ
う
な
形
で
現
行
河
川
法
の
規
定
を
海
に
推
及
さ
せ
る
こ
と
は
せ
 
 

ず
、
か
え
っ
て
、
現
行
河
川
法
二
条
二
項
の
よ
う
な
規
定
が
な
い
 
 

こ
と
が
、
海
面
下
の
土
地
が
私
的
所
有
権
の
客
体
と
な
ら
な
い
こ
 
 

と
の
根
拠
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
本
件
Y
も
、
上
告
受
理
 
 

申
立
て
理
由
「
第
2
」
 
「
5
」
 
に
お
い
て
、
海
面
下
の
土
地
に
私
 
 

的
所
有
権
が
認
め
ら
れ
な
い
根
拠
と
し
て
、
旧
河
川
法
ら
現
行
河
 
 

川
法
の
上
記
規
定
を
、
類
推
解
釈
と
も
反
対
解
釈
と
も
つ
か
ぬ
形
 
 

で
援
用
し
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
し
て
河
川
法
の
規
定
か
ら
薫
推
解
釈
と
反
対
解
釈
 
 

の
双
方
が
導
か
れ
て
い
る
例
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
あ
る
特
 
 

定
の
法
規
を
、
そ
の
適
用
領
域
以
外
に
推
及
さ
せ
、
一
般
命
題
を
 
 

定
立
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
海
面
下
の
土
地
が
所
有
権
の
 
 

客
体
た
る
性
質
を
有
す
る
か
否
か
の
判
断
は
、
海
に
関
す
る
法
制
 
 

度
全
体
を
網
羅
的
に
観
察
し
っ
つ
、
個
々
の
争
点
と
の
間
で
具
体
 
 

的
に
決
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
R
〔
 
 

に
お
け
る
議
論
は
、
公
有
水
面
の
人
工
的
埋
立
に
関
し
て
の
み
適
 
 

用
さ
れ
る
公
有
水
面
埋
立
法
の
規
定
を
、
同
法
の
適
用
の
な
い
事
 
 

案
に
も
推
及
さ
せ
、
海
面
下
の
土
地
に
関
す
る
一
般
原
則
を
定
立
 
 

し
ょ
う
と
し
て
お
り
、
そ
れ
は
、
次
に
見
る
埋
立
土
砂
の
所
有
権
 
 

の
帰
属
に
関
す
る
議
論
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
。
 
 
 

三
 
埋
立
土
砂
の
所
有
権
の
帰
属
 
 
 

公
有
水
面
の
埋
立
に
関
し
て
、
＝
［
免
許
失
効
や
0
無
免
許
埋
立
 
 

が
あ
っ
た
場
合
、
土
砂
の
所
有
権
は
謹
に
帰
属
す
る
の
か
。
あ
る
 
 

い
は
、
臼
免
許
に
基
づ
く
埋
立
の
場
合
に
も
、
公
有
水
面
が
陸
地
 
 

化
し
て
い
な
い
段
階
、
陸
地
化
し
た
が
竣
功
末
認
可
の
段
階
、
竣
 
 

功
認
可
を
受
け
た
段
階
で
、
結
論
は
異
な
る
か
。
 
 
 

Ⅲ
 
行
政
解
釈
 
 
 

右
の
論
点
に
関
し
て
、
昭
和
三
一
年
七
月
四
冒
法
制
局
一
発
第
 
 

二
六
号
港
湾
局
長
宛
法
制
局
第
一
部
長
回
答
は
、
H
免
許
失
効
な
 
 

ら
び
に
0
無
免
許
埋
立
の
場
合
の
埋
立
土
砂
の
所
有
権
の
帰
属
に
 
 

つ
き
、
公
有
水
面
埋
立
法
三
五
条
二
条
が
、
原
状
回
復
義
務
の
免
 
 

除
の
効
果
と
し
て
「
土
砂
其
ノ
他
ノ
物
件
ヲ
無
償
テ
ナ
国
ノ
所
有
 
 

二
属
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
の
反
対
解
釈
 
 

か
ら
、
「
そ
の
〔
原
状
回
復
〕
義
務
を
免
除
し
な
い
限
り
、
〔
土
砂
 
 

等
の
物
件
を
〕
 
国
の
所
有
に
属
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
明
 
 

文
上
疑
い
が
な
い
か
ら
、
右
の
物
件
が
国
の
所
有
に
属
し
な
い
も
 
 

の
と
解
す
べ
き
は
当
然
で
あ
る
」
と
す
る
。
 
 
 

な
お
、
同
項
の
「
無
償
ニ
テ
国
ノ
所
有
二
属
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
 
 

得
」
と
の
表
現
は
、
有
償
で
も
無
償
で
も
よ
い
こ
と
を
意
味
し
て
 
 

い
る
が
、
た
だ
し
、
「
海
上
に
露
出
し
て
い
な
け
れ
ば
単
な
る
土
 
 

砂
の
付
着
で
あ
る
の
で
、
有
償
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
」
 
 

（
諸
指
摘
畑
講
話
謂
）
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
い
ま
だ
陸
地
 
 

化
し
て
い
な
い
段
階
で
は
、
投
入
さ
れ
た
土
砂
も
ま
た
「
所
有
 
 

権
」
性
を
喪
失
す
る
と
解
す
る
趣
旨
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

闇
 
判
例
 
 

一
方
、
判
例
に
お
い
て
は
、
戦
前
に
は
、
埋
立
工
事
の
注
文
者
 
 

と
請
負
人
の
間
で
の
材
料
た
る
埋
立
土
砂
を
め
ぐ
る
紛
争
事
例
 
 

【
3
2
】
大
判
昭
和
三
年
七
月
九
日
法
律
新
聞
二
九
〇
二
号
九
百
∵
法
 
 

律
評
論
一
八
巻
民
法
五
五
六
頁
、
【
3
3
山
大
判
昭
和
九
年
五
月
二
一
 
 

日
民
集
一
三
巻
一
〇
五
一
頁
が
存
在
し
た
が
、
判
旨
は
、
土
砂
の
 
 

所
有
権
の
帰
属
問
題
に
は
直
接
応
え
て
い
な
い
。
 
 
 

だ
が
、
戦
後
、
ま
ず
次
の
よ
う
な
判
例
が
現
れ
る
。
 
 

【
聖
名
古
屋
高
判
昭
和
三
五
年
一
二
月
二
七
日
届
民
集
一
三
巻
一
 
 

〇
号
八
八
四
貢
（
上
告
審
）
（
誌
諾
許
諾
娼
詣
蒜
謂
牒
 
 

一
軒
）
 
 
 

事
案
は
、
無
免
許
で
埋
立
を
行
っ
た
老
が
、
埋
立
地
の
払
下
げ
 
 

を
受
け
た
者
に
対
し
て
、
所
有
権
確
認
な
ら
び
に
移
転
登
記
を
請
 
 

求
し
た
も
の
で
、
判
旨
は
、
〔
Ⅰ
〕
 
「
公
有
水
面
（
地
盤
を
含
む
）
 
 

は
国
有
地
で
あ
る
か
ら
」
、
付
合
の
規
定
を
適
用
し
う
る
と
し
、
 
 

ま
た
、
〔
H
〕
 
埋
立
法
三
五
条
二
項
の
規
定
は
、
民
法
の
付
合
の
 
 

規
定
を
排
除
す
る
趣
旨
で
は
な
く
、
土
砂
等
を
「
無
償
ニ
テ
」
国
 
 

の
所
有
に
帰
属
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
意
味
が
あ
る
と
し
た
。
 
 
 

そ
し
て
、
右
判
決
の
後
に
、
本
判
決
の
引
用
す
る
【
3
7
】
最
 
（
一
 
 

小
）
 
判
昭
和
五
七
年
六
月
一
七
日
の
事
案
が
登
場
す
る
。
 
 

【
3
5
】
津
地
判
昭
和
四
五
年
六
月
一
〓
日
下
民
集
二
一
巻
五
～
六
号
 
 
 

七
八
一
貢
 
 
 

事
案
は
、
A
か
ら
埋
立
権
の
譲
渡
を
受
け
た
B
が
、
工
事
未
完
 
 

成
の
ま
ま
埋
立
を
中
断
し
、
埋
立
権
な
ら
び
に
投
入
土
砂
等
を
債
 
 

務
の
代
物
弁
済
と
し
て
C
に
譲
渡
し
、
C
は
さ
ら
に
こ
れ
を
Ⅹ
に
 
 

譲
渡
し
た
が
、
B
C
、
C
X
の
埋
立
権
の
譲
渡
は
無
許
可
で
あ
る
 
 

一
方
、
竣
功
期
限
徒
過
に
よ
り
B
の
埋
立
免
許
が
失
効
し
た
た
 
 

め
、
Y
が
新
た
に
埋
立
免
許
を
得
て
埋
立
工
事
を
完
成
し
竣
功
認
 
 

可
を
受
け
、
埋
立
地
を
D
お
よ
び
E
に
売
却
し
た
と
こ
ろ
、
Ⅹ
 
 

が
、
Y
に
対
し
、
本
件
土
砂
が
自
己
の
所
有
に
属
す
る
と
し
て
、
 
 

損
害
賠
償
な
い
し
不
当
利
得
の
返
還
を
請
求
し
た
も
の
で
あ
る
 
 

が
、
第
一
審
判
決
【
3
5
】
は
、
「
B
が
投
入
し
た
本
件
土
砂
の
所
有
 
 

権
は
…
…
民
法
〔
二
四
二
条
た
だ
し
書
〕
 
上
か
ら
も
ま
た
埋
立
法
 
 

〔
三
五
条
二
項
〕
上
か
ら
も
…
…
附
合
に
よ
り
こ
れ
が
国
に
帰
し
 
 

た
と
は
い
え
ず
依
然
B
が
そ
の
所
有
を
有
す
る
」
 
と
し
た
う
え
 
 

で
、
本
件
土
砂
区
域
が
事
実
上
陸
地
を
形
成
し
て
い
た
と
し
て
も
 
 

民
法
一
九
二
条
の
対
象
た
る
動
産
と
評
価
で
き
る
と
し
て
、
E
の
 
 

即
時
取
得
を
理
由
に
、
Ⅹ
の
請
求
を
退
け
た
。
 
 

【
3
6
】
名
古
屋
高
判
昭
和
五
四
年
二
月
二
八
目
下
民
集
三
〇
巻
一
 
 

′
品
号
一
〇
三
頁
（
鈷
離
瑠
璃
牒
。
禍
髄
鱒
二
一
志
。
三
相
 
 
 

二
）
 
百
（
、
江
渕
武
彦
二
西
南
学
院
大
学
法
学
ノ
 
論
集
一
五
巻
三
号
 
（
一
九
八
l
 
 
・
 
 
 
 
一
 
 
 

こ
れ
に
対
し
て
、
控
訴
審
判
決
【
3
6
】
は
、
「
公
有
水
面
は
も
と
 
 

よ
り
そ
の
地
盤
も
国
の
所
有
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
埋
 
 

立
の
た
め
右
地
盤
に
土
砂
を
投
入
し
た
と
き
は
、
該
土
砂
は
、
量
 
 

の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、
不
動
産
た
る
地
盤
の
従
と
し
て
こ
れ
に
 
 

付
合
し
た
物
と
い
う
べ
く
、
か
つ
、
そ
れ
は
地
盤
の
構
成
部
分
と
 
 

な
っ
て
独
立
の
権
利
の
対
象
と
な
り
え
な
い
も
の
と
い
わ
な
け
れ
 
 

ば
な
ら
な
い
の
で
、
民
法
二
四
二
条
本
文
に
よ
り
右
土
砂
は
投
入
 
 

と
と
も
に
地
盤
所
有
者
た
る
国
の
所
有
に
帰
し
、
同
条
但
書
適
用
 
 

の
余
地
は
な
い
」
 
と
の
理
由
で
、
Ⅹ
の
控
訴
を
棄
却
し
た
。
 
 

【
3
7
】
最
（
一
小
）
判
昭
和
五
七
年
六
月
一
七
日
民
集
三
 
 

陸水  
p辺  
法芳  

、   

室ジ  
ュ  

吾り  
写ス  
ニト  

八
二
四
頁
（
一
ル
請
謁
霜
雪
感
譜
工
艶
○
封
董
㌍
諒
 
 

（
一
九
八
三
年
）
 
二
三
〇
百
、
浅
生
重
機
③
≡
雪
間
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
 
 

（
昭
和
五
七
年
度
）
は
 
（
法
曹
会
、
一
九
八
七
年
）
 
〔
二
七
事
件
〕
 
四
六
〇
頁
、
 
 

七
七
五
号
 
（
一
九
八
二
年
）
一
一
三
頁
、
阿
部
泰
 
 

九
八
l
一
年
）
一
一
七
貢
、
林
修
三
。
時
の
法
令
一
 
 
 

′＼  

巻  

つラ‾  
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先
す
る
と
解
す
る
。
 
 
 

そ
の
結
果
、
同
説
は
、
埋
立
土
砂
の
所
有
権
の
帰
属
に
関
し
て
 
 

は
、
H
免
許
失
効
な
ら
び
に
日
舞
免
許
埋
立
の
場
合
に
は
、
埋
立
 
 

法
三
五
条
二
項
の
効
果
と
し
て
、
ま
た
、
臼
埋
立
権
に
基
づ
く
埋
 
 

立
の
場
合
に
は
、
埋
立
法
二
四
条
の
竣
功
認
可
の
効
栄
と
し
て
、
 
 

国
ま
た
は
埋
立
権
者
が
土
砂
を
取
得
す
る
の
で
あ
っ
て
、
右
公
法
 
 

規
定
に
よ
り
、
民
法
の
付
合
に
関
す
る
規
定
の
適
用
が
排
除
さ
れ
 
 

る
以
上
、
本
判
決
が
引
用
す
る
【
3
7
】
判
決
（
枇
如
い
謎
）
が
述
べ
 
 

る
よ
う
に
、
竣
功
認
可
時
に
 
「
民
法
二
四
二
条
の
不
動
産
の
附
合
 
 

の
規
定
に
よ
っ
て
」
埋
立
権
者
が
土
砂
の
所
有
権
を
取
得
す
る
も
 
 

の
で
は
な
い
と
説
く
（
諾
㍍
瑚
鞘
嘩
撃
訴
訟
研
謂
か
遥
 
 

倉
∴
3
7
】
評
釈
一
四
三
貢
。
山
口
＝
住
田
こ
別
掲
書
山
九
九
貢
以
下
、
三
〇
九
頁
 
 

以
下
、
三
本
木
健
治
「
河
川
の
管
理
」
 
『
現
代
行
政
法
体
系
9
 
（
公
務
員
‥
公
 
 

も
っ
と
も
、
か
か
る
私
法
法
規
適
用
排
除
の
論
理
は
、
海
面
下
 
 

の
土
地
の
何
「
不
動
産
」
性
否
定
説
・
㈲
肯
定
説
の
ど
ち
ら
に
立
 
 

っ
た
と
し
て
も
採
用
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
実
際
に
も
、
㈲
肯
定
 
 

説
に
立
っ
て
付
合
規
定
の
適
用
排
除
を
主
張
す
る
見
解
も
存
在
し
 
 

て
い
る
（
諾
㌫
諸
）
。
 
 
 

㈱
 
検
討
 
 
 

右
の
よ
う
な
学
説
の
対
立
状
況
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
海
面
 
 

下
の
土
地
な
い
し
竣
功
末
認
可
埋
立
地
の
「
不
動
産
」
性
に
関
す
 
 

る
回
否
定
説
。
㈲
肯
定
説
の
対
立
と
、
土
砂
の
所
有
権
に
関
す
る
 
 

付
合
規
定
の
〓
適
用
肯
定
説
。
日
通
用
否
定
説
の
対
立
は
、
必
ず
 
 

し
も
連
動
関
係
に
は
な
い
。
 
 

一
方
、
学
説
の
議
論
の
発
端
に
な
っ
た
【
3
4
】
判
決
は
、
無
免
許
 
 

埋
立
を
行
っ
た
者
が
、
投
入
土
砂
の
所
有
権
を
根
拠
に
、
埋
立
の
 
 

追
認
を
請
求
す
る
権
利
を
有
す
る
旨
を
主
張
し
た
事
案
で
あ
っ
 
 

て
、
か
か
る
請
求
自
体
、
そ
も
そ
も
理
由
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
 
 

他
方
、
本
判
決
の
引
用
す
る
【
3
7
】
判
決
の
事
件
名
は
土
砂
返
還
請
 
 

求
事
件
で
あ
る
が
、
当
事
者
が
求
め
て
い
る
の
は
、
土
砂
の
投
入
 
 

そ
の
他
埋
立
工
事
に
費
や
し
た
費
用
の
補
償
で
あ
っ
て
、
当
事
者
 
 

は
土
砂
そ
の
も
の
の
返
還
を
ま
っ
た
く
考
え
て
い
な
い
。
さ
ら
 
 

に
、
【
3
8
】
判
決
も
ま
た
、
本
判
決
と
同
様
、
埋
立
地
の
所
有
権
が
 
 

争
わ
れ
た
事
案
で
あ
っ
て
、
や
は
り
、
当
事
者
は
、
埋
立
土
砂
の
 
 

物
）
』
 
（
有
斐
閣
、
一
九
八
 
 

四
年
）
 
三
九
〇
頁
も
同
旨
 
 

返
還
を
求
め
て
い
な
い
。
要
す
る
に
、
判
例
に
現
れ
た
事
案
に
お
 
 

い
て
、
当
事
者
が
欲
し
て
い
る
の
は
、
①
埋
立
地
の
所
有
権
や
、
 
 

そ
れ
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
の
②
埋
立
工
事
費
用
の
補
償
な
の
 
 

で
あ
っ
て
、
③
埋
立
土
砂
の
返
還
請
求
は
、
お
よ
そ
想
定
さ
れ
て
 
 

い
な
い
。
さ
ら
に
、
④
免
許
失
効
－
無
免
許
埋
立
の
場
合
の
原
状
 
 

回
復
義
務
（
琵
讐
玉
柏
紅
）
に
関
し
て
も
、
「
『
疫
深
』
と
い
う
 
 

行
為
が
あ
り
う
る
以
上
、
そ
の
土
砂
を
元
に
戻
す
こ
と
は
不
可
能
 
 

で
は
な
い
が
、
原
状
回
復
は
無
駄
に
費
用
が
か
か
り
、
技
術
的
に
 
 

が
普
通
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
（
止
相
場
指
摘
畑
頂
諾
順
鞘
）
。
 
 
 

も
困
難
な
こ
と
が
通
例
で
あ
る
。
原
状
回
復
義
務
を
免
除
す
る
の
 
 

し
か
も
、
こ
れ
ら
判
例
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
①
②
の
論
点
を
 
 

判
断
す
る
際
に
、
前
提
問
題
と
し
て
埋
立
土
砂
の
所
有
権
の
帰
属
 
 

を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
は
、
そ
も
そ
も
存
在
し
て
 
 

い
な
い
。
こ
の
う
ち
、
①
海
面
下
の
土
地
の
所
有
権
の
問
題
が
、
 
 

埋
立
土
砂
の
所
有
権
の
所
在
と
論
理
的
結
合
関
係
に
立
っ
て
い
な
 
 

い
こ
と
に
関
し
て
は
、
上
記
学
説
の
対
立
か
ら
明
ら
か
な
と
お
り
 
 

で
あ
る
。
一
方
、
②
補
償
問
題
に
関
し
て
も
、
た
め
池
の
堤
塘
に
 
 

植
栽
さ
れ
た
樹
木
等
に
つ
き
付
合
の
有
無
を
問
題
と
せ
ず
、
か
 
 

つ
、
そ
の
除
去
に
つ
き
憲
法
二
九
条
三
項
に
基
づ
く
損
失
補
償
を
 
 

要
し
な
い
旨
を
判
示
し
た
【
4
2
】
奈
良
県
た
め
池
条
例
事
件
判
決
 
 

（
相
娠
㌔
諾
正
秋
空
苛
聖
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
と
 
 

私
人
と
の
間
の
紛
争
に
お
い
て
、
補
償
の
問
題
が
生
ず
る
か
否
か
 
 

は
、
も
っ
ぱ
ら
当
該
行
為
を
規
律
す
る
法
規
範
の
制
度
趣
旨
な
い
 
 

し
公
益
的
要
請
の
強
度
に
よ
り
定
ま
る
も
の
で
あ
っ
て
、
②
補
償
 
 

の
論
点
に
と
っ
て
、
埋
立
土
砂
の
付
合
の
有
無
な
い
し
所
有
権
の
 
 

所
在
は
、
有
り
体
に
い
え
ば
、
ど
う
で
も
よ
い
事
柄
で
あ
る
。
上
 
 

記
【
3
7
】
判
決
の
事
案
に
関
す
る
回
付
合
規
定
適
用
否
定
説
も
ま
 
 

た
、
そ
の
本
質
部
分
は
、
補
償
問
題
に
関
し
て
は
、
付
合
そ
の
他
 
 

の
規
定
に
よ
り
規
律
さ
れ
る
所
有
権
の
帰
属
秩
序
と
は
無
関
係
に
 
 

決
定
さ
れ
る
と
の
主
張
に
他
な
ら
な
い
（
甜
㌔
琴
評
茫
翫
一
一
一
 
 

四
貢
は
、
憲
法
二
九
条
三
項
の
正
当
な
補
償
を
な
す
べ
き
と
す
る
。
一
方
、
私
人
 
 

間
に
お
い
て
土
砂
の
補
償
が
争
わ
れ
た
場
合
に
、
付
合
規
定
の
適
用
を
論
ず
る
こ
 
 

と
の
意
味
は
、
不
当
利
得
の
規
定
を
直
接
適
用
す
る
か
、
そ
れ
と
も
付
合
の
常
会
 
 

請
求
に
関
す
る
規
定
 
（
民
法
二
四
八
条
）
 
経
由
で
適
用
す
る
だ
け
の
違
い
し
か
も
 
 

批
帰
さ
）
。
 
 
 

さ
ら
に
い
え
ば
、
埋
立
土
砂
の
所
有
権
の
所
在
な
い
し
付
合
の
 
 

有
無
は
、
③
土
砂
の
返
還
請
求
や
、
④
公
有
水
面
の
原
状
回
復
と
 
 

の
関
係
に
お
い
て
す
ら
、
決
定
的
な
要
素
と
は
な
ら
な
い
。
も
っ
 
 

と
も
、
こ
の
点
に
関
す
る
判
例
の
立
場
は
微
妙
で
あ
る
。
 
 

【
4
3
】
高
知
地
判
昭
和
三
四
年
九
月
七
日
訟
務
月
報
五
巻
一
〇
号
一
 
 

四
二
九
頁
（
詣
謂
宗
欝
謂
誌
躇
㌍
領
鰐
覿
鞭
朋
梵
批
 
 

謂
篭
窮
賢
棄
堅
詣
箪
詰
欝
竪
 
 

【
4
4
】
大
津
地
決
昭
和
四
三
年
二
月
一
九
日
訟
務
月
報
一
四
巻
四
号
 
 

三
八
六
頁
（
謂
耶
閥
㍍
謂
㌦
は
鳩
椙
語
義
醐
詣
如
晰
循
相
即
 
 

諸
鮪
闘
朋
”
㍍
旧
観
軸
択
㌫
粁
胴
酢
静
珊
捕
諾
）
 
 

【
4
5
】
東
京
地
判
平
成
一
二
年
三
月
二
九
日
判
例
地
方
自
治
二
二
三
 
 

号
七
七
頁
（
駕
詣
蝦
説
話
鰍
筋
誌
翫
謂
凡
㍍
沌
㍍
凱
虹
 
 

秒
針
諾
詣
諾
歳
計
翫
）
 
 

【
4
6
】
さ
い
た
ま
地
判
平
成
三
一
年
八
月
一
〇
日
L
E
X
－
D
B
文
 
 

献
番
号
2
7
二
ソ
⊥
＝
J
3
4
6
3
（
足
相
即
詣
猷
翫
朗
報
㌍
㌔
傾
城
 
 
 

地
所
有
権
を
侵
害
し
た
」
 
こ
と
を
理
由
と
す
る
撤
去
費
踊
の
賠
償
を
請
求
し
た
 
 
 

の
に
対
し
て
、
譲
渡
人
が
「
本
件
廃
棄
物
は
＝
…
・
本
件
土
地
に
附
合
し
た
か
 
 
 

ら
、
原
告
に
は
、
本
件
土
地
の
所
有
権
に
基
づ
く
本
件
廃
棄
物
の
妨
害
排
除
請
 
 
 

求
権
は
な
く
：
…
⊥
 
と
主
張
し
た
事
案
に
つ
き
、
「
本
件
廃
棄
物
に
つ
い
て
の
 
 

艶
腔
諾
詣
静
軌
跡
酎
誓
）
 
 
 

こ
れ
ら
の
裁
判
例
の
う
ち
、
ま
ず
、
【
4
4
】
に
関
し
て
い
え
ば
、
 
 

河
川
管
理
者
と
し
て
は
、
た
だ
単
に
河
川
法
の
趣
旨
お
よ
び
当
該
 
 

砂
利
が
公
共
用
物
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
公
物
管
理
権
に
 
 

基
づ
く
返
還
を
肯
定
す
れ
ば
足
り
、
民
法
上
の
所
有
権
の
所
在
を
 
 

問
題
と
す
る
必
要
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
残
り
四
つ
の
裁
判
 
 

例
は
、
純
然
た
る
私
法
関
係
の
事
案
で
あ
る
が
、
【
4
6
】
が
、
実
質
 
 

的
に
は
、
物
権
的
請
求
権
の
費
用
負
担
の
問
題
で
あ
る
一
方
、
 
 

【
4
7
】
は
、
原
告
が
ウ
ラ
ン
残
土
の
撤
去
請
求
を
行
う
こ
と
を
目
的
 
 

と
し
て
土
地
を
買
い
受
け
て
い
た
事
案
で
あ
り
、
判
旨
は
、
妨
害
 
 

排
除
に
つ
き
権
利
濫
用
等
も
認
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
判
決
 
 

が
一
般
論
と
し
て
成
り
立
つ
か
は
疑
わ
し
い
。
ま
た
、
実
際
問
題
 
 

と
し
て
も
、
廃
棄
物
を
付
合
す
る
よ
う
な
方
法
で
不
法
投
棄
す
れ
 
 

ば
、
原
状
回
復
を
免
脱
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
被
害
者
救
 
 
 

【
4
7
】
鳥
取
地
判
平
成
一
六
年
九
月
七
日
判
時
 

百
二
勇
 
 

所
有
権
の
帰
属
は
、
不
法
行
為
責
任
の
成
否
と
は
直
 
 

接
関
係
し
な
い
」
 
と
し
て
、
原
告
の
請
求
を
認
容
 
 

ラ
ン
残
土
撤
去
土
地
明
渡
等
請
求
事
件
ウ
原
告
の
土
地
所
有
権
に
某
 
 

く
妨
害
排
除
講
京
に
対
し
て
、
ウ
ラ
ン
残
土
が
土
地
に
付
合
し
て
い
 
 

八
八
八
号
一
二
六
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済
が
立
ち
ゆ
か
な
く
な
る
。
な
お
、
【
4
3
】
の
よ
う
な
事
例
に
関
し
 
 

て
は
、
裁
判
所
は
、
当
事
者
に
対
し
て
訴
え
の
変
更
を
す
る
よ
う
 
 

促
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
【
4
6
】
【
4
7
】
と
同
様
、
「
付
合
さ
せ
た
者
勝
 
 

ち
」
 
の
不
当
な
結
論
を
極
力
回
避
す
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
を
要
す
る
に
、
お
よ
そ
一
般
論
と
し
て
、
①
土
地
の
所
有
 
 

権
の
帰
趨
に
限
ら
ず
、
②
工
事
費
用
の
補
償
、
さ
ら
に
は
、
③
土
 
 

砂
の
返
還
請
求
、
④
原
状
回
復
と
の
関
係
で
も
、
土
砂
の
所
有
権
 
 

の
帰
趨
な
い
し
付
合
の
有
無
を
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
 
 

は
存
在
し
て
い
な
い
。
 
 
 

ま
た
、
と
く
に
本
判
決
の
引
用
す
る
門
3
7
】
判
決
の
よ
う
な
公
有
 
 

水
面
埋
立
法
の
適
用
事
例
に
関
し
て
い
え
ば
、
私
見
は
、
埋
立
法
 
 

に
規
定
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
と
抵
触
す
る
限
り
で
付
合
そ
の
 
 

他
の
民
法
な
い
し
私
法
規
定
が
排
除
さ
れ
る
と
す
る
、
川
村
合
規
 
 

定
適
用
否
定
説
の
」
り
一
場
が
基
本
的
に
は
正
当
と
考
え
る
が
、
し
か
 
 

し
な
が
ら
、
同
説
の
具
体
的
な
主
張
内
容
は
、
埋
立
法
に
よ
っ
て
 
 

規
律
さ
れ
る
法
律
関
係
の
範
囲
を
踏
み
越
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
 
 

れ
る
。
た
と
え
ば
、
土
砂
等
の
国
の
所
有
へ
の
無
償
帰
属
を
定
め
 
 

た
埋
立
法
三
五
条
二
項
に
関
し
て
も
、
同
項
に
い
う
「
土
砂
其
ノ
 
 

他
ノ
物
件
」
 
の
中
に
は
、
独
立
動
産
や
不
動
産
 
（
建
物
）
 
も
あ
り
 
 

得
る
と
こ
ろ
、
そ
れ
ら
の
所
有
権
が
国
に
移
転
し
た
後
、
埋
立
地
 
 

と
の
間
で
ど
の
よ
う
な
法
律
関
係
が
生
ず
る
か
に
つ
い
て
は
、
埋
 
 

立
法
の
何
ら
規
定
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
 
 

ま
た
、
同
条
は
、
H
免
許
失
効
お
よ
び
0
無
免
許
翠
玉
に
関
す
る
 
 

規
定
で
あ
っ
て
、
臼
免
許
に
基
づ
く
埋
立
に
関
し
て
は
、
何
ら
触
 
 

れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
【
3
7
】
判
決
の
よ
う
に
、
同
条
の
解
釈
 
 

と
し
て
、
臼
免
許
に
基
づ
く
埋
立
も
含
め
て
、
「
土
砂
は
、
そ
の
 
 

投
入
に
よ
っ
て
直
ち
に
公
有
水
面
の
地
盤
に
附
合
し
て
国
の
所
有
 
 

と
な
る
こ
と
は
な
く
、
…
…
独
立
し
た
動
産
と
し
て
の
存
在
を
失
 
 

わ
な
い
」
と
の
一
般
命
題
を
定
立
す
る
こ
と
も
ま
た
不
適
切
で
あ
 
 

ろ
う
。
 
 
 

の
み
な
ら
ず
、
右
引
用
の
ご
と
く
、
【
3
7
】
判
決
は
、
「
公
有
水
 
 

面
の
地
盤
」
は
「
国
の
所
有
」
 
で
あ
る
旨
を
明
言
し
て
い
る
。
こ
 
 

れ
は
、
公
有
水
面
埋
立
法
一
条
一
項
の
定
め
る
「
公
有
水
面
」
 
の
 
 

定
義
「
海
…
…
其
ノ
他
ノ
・
…
÷
国
ノ
所
有
二
属
ス
ル
モ
ノ
」
 
に
従
 
 

っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
こ
こ
に
い
う
「
国
ノ
所
有
二
属
 
 

ス
」
と
は
「
官
有
地
取
扱
規
則
第
一
二
条
二
所
謂
官
二
属
ス
ト
同
 
 

い
る
（
撃
転
読
敗
訴
誹
顎
麺
喪
諸
相
 
 

；
リ
」
と
さ
れ
て
 
 

か
㌍
四
）
。
そ
れ
ゆ
え
、
上
記
仙
付
合
規
定
適
用
否
定
説
の
基
本
 
 

的
な
解
釈
姿
勢
に
従
う
な
ら
ば
、
 
－
 
前
示
【
1
8
】
判
決
の
よ
う
な
 
 

公
有
水
面
埋
立
法
の
適
用
が
問
題
と
な
っ
て
い
な
い
事
案
に
お
い
 
 

て
、
海
面
下
の
土
地
所
有
権
に
関
し
て
回
否
定
説
・
㈲
肯
定
説
の
 
 

い
ず
れ
を
と
る
か
は
さ
て
お
き
】
、
少
な
く
と
も
本
件
の
よ
う
 
 

な
公
有
水
面
埋
立
法
が
適
用
さ
れ
る
事
案
に
関
し
て
は
、
㈲
肯
定
 
 

説
に
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
 
 

ず
、
本
判
決
が
、
【
1
8
】
判
決
の
ほ
か
に
【
3
7
】
判
決
を
挙
示
し
っ
 
 

つ
、
何
「
不
動
産
」
性
否
定
説
に
立
っ
て
、
「
い
ま
だ
当
該
埋
立
 
 

地
は
私
法
上
所
有
権
の
客
体
と
な
る
土
地
に
当
た
ら
な
い
」
と
判
 
 

示
す
る
の
は
、
判
例
の
引
用
の
仕
方
と
し
て
も
、
正
当
と
は
思
わ
 
 

れ
な
い
。
 
 
 

四
 
公
物
の
時
効
取
得
 
 
 

そ
し
て
、
以
上
に
述
べ
た
よ
う
な
付
合
規
定
の
適
用
の
可
否
を
 
 

め
ぐ
る
解
釈
の
筋
道
は
、
同
じ
く
民
法
の
規
定
す
る
時
効
取
得
の
 
 

条
文
の
適
用
可
能
性
に
つ
い
て
も
、
等
し
く
成
り
立
つ
も
の
で
あ
 
 

る
。
す
な
わ
ち
、
公
有
水
面
埋
立
法
二
四
条
が
、
竣
功
認
可
の
告
 
 

示
（
諾
訳
詣
配
嘉
瑚
）
∃
こ
れ
は
本
件
原
審
も
述
べ
る
よ
 
 

う
に
 
「
公
用
廃
止
の
意
思
表
示
」
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
【
 
 

－
」
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
埋
立
権
者
が
埋
立
地
の
所
有
権
を
取
得
す
 
 

る
旨
を
規
定
し
て
い
る
趣
旨
は
、
私
人
の
埋
」
り
一
行
為
に
関
し
て
厳
 
 

格
な
規
制
を
加
え
る
点
に
あ
る
か
ら
、
か
か
る
制
度
趣
旨
に
照
ら
 
 

し
て
、
公
用
廃
止
行
為
た
る
竣
功
認
可
が
な
さ
れ
る
ま
で
は
、
私
 
 

人
は
、
い
か
な
る
取
得
原
因
を
も
っ
て
し
て
も
埋
立
地
の
所
有
権
 
 

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
解
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
 
 

時
効
を
取
得
原
因
と
す
る
権
利
取
得
を
定
め
た
民
法
の
規
定
も
ま
 
 

た
、
右
埋
立
法
の
制
度
趣
旨
と
抵
触
す
る
限
り
で
、
適
用
が
排
除
 
 

さ
れ
る
。
 
 
 

し
か
し
な
が
ら
、
右
の
点
と
の
関
係
で
問
題
と
な
っ
て
く
る
の
 
 

が
、
公
用
廃
止
に
つ
き
、
明
示
的
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
か
、
そ
 
 

れ
と
も
、
黙
示
的
な
も
の
で
も
足
り
る
か
ー
1
公
有
水
面
埋
立
法
 
 

に
即
し
て
い
え
ば
、
私
法
法
規
の
適
用
排
除
の
解
除
は
、
明
示
的
 
 

公
用
廃
止
行
為
で
あ
る
竣
功
認
可
（
鵠
謡
加
㈹
か
凱
は
）
が
さ
れ
 
 

た
場
合
に
限
ら
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
れ
以
外
の
事
実
を
も
 
 

っ
て
公
用
廃
止
と
認
定
す
る
こ
と
を
も
認
め
る
か
 
－
 
を
め
ぐ
る
 
 

議
論
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
黙
示
的
公
用
廃
止
の
論
点
は
、
上
記
 
 

付
合
も
含
め
た
私
法
法
規
の
適
用
可
能
性
一
般
に
か
か
わ
る
問
題
 
 

で
あ
る
が
、
従
前
の
議
論
に
お
い
て
は
、
私
法
法
規
の
中
で
も
、
 
 

も
っ
ぱ
ら
時
効
取
得
の
瑛
定
と
の
関
連
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
 
 
 

旧
 
学
説
 
 
 

右
「
公
物
の
時
効
取
得
」
 
の
論
点
に
関
す
る
学
説
に
は
、
①
時
 
 

効
取
得
否
定
説
な
い
し
明
示
的
公
用
廃
止
説
（
潤
一
詣
飢
翳
順
餌
㍑
 
 

酢
靴
謂
報
㌍
詣
㌶
詣
鮎
時
）
、
②
黙
示
的
公
用
廃
止
 
 

説
（
謡
削
澗
机
鵠
掴
鵠
摘
謂
霜
距
離
別
踊
軌
跡
雛
釣
れ
㌔
 
 

細
郎
鮎
酎
此
謂
謂
絹
鑓
m
蓑
如
関
配
胱
舶
針
目
親
指
諾
郎
郎
）
、
 
 

③
時
効
取
得
完
全
肯
定
説
（
詣
拍
詣
鮒
轟
㌫
朗
雌
㍊
鮎
 
 

開
競
釦
㍍
錆
鮒
詣
鋤
取
）
の
ほ
か
、
公
物
の
種
類
に
着
眼
し
、
 
 

④
私
的
所
有
権
の
客
体
と
な
る
公
物
（
諾
軋
盛
雄
窮
一
卵
¶
 
 

豊
に
つ
い
て
は
時
効
取
得
の
対
象
と
な
る
が
、
私
権
の
客
体
と
 
 

な
ら
な
い
公
物
（
綱
訓
如
讃
）
（
謂
）
に
つ
い
て
は
、
時
効
取
得
の
 
 

対
象
と
な
ら
な
い
と
す
る
説
が
あ
る
（
娼
詣
㌔
釦
請
酢
㍍
 
 

鎧
讐
㌢
蒜
詔
電
柵
鞍
効
碩
⊥
訴
腋
法
）
。
 
 
 

熔
 
判
例
 
 

一
方
、
判
例
は
、
右
「
公
物
の
時
効
取
得
」
 
の
論
点
に
つ
き
、
 
 

以
下
の
よ
う
に
変
遷
し
た
。
 
 

器
】
大
判
大
正
八
年
二
月
二
四
日
民
録
二
五
輯
三
三
六
頁
（
糧
 
 

農
相
虹
詣
詣
琵
請
甜
）
 
 

謁
】
大
判
大
正
さ
年
二
月
一
日
民
録
二
七
輯
一
六
〇
貢
（
深
 
 

に
立
 

柑
暇
駅
雛
坤
．
繭
馴
諾
監
鮎
そ
）
 
 

訂
】
大
判
昭
和
四
年
四
月
一
〇
日
刑
菓
八
巻
一
七
四
頁
（
瑠
惑
 
 

【
5
2
】
行
判
昭
和
四
年
六
月
一
〇
日
行
録
四
〇
韓
六
〇
 
 
 

示
的
？
）
 
公
用
廃
止
説
に
 
 

立
っ
て
時
効
取
得
を
否
定
 
 

＝
‥
‥
明
示
的
公
用
廃
止
説
 
っ
て
原
判
決
を
破
棄
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【        【        【       ■－・・・・・ヽ  ■－・・・・・ヽ       【        【  【  ■■■■■■ヽ     ■‾ヽ  r■■「      【        【      l‾■■■■■ヽ       【  

三  七  一  

一     ／＼  

公境   

口  （    （  

【        【  【        【  【        〔  【  【  【        【  

′＼  

年  
【  【  F「  P「  【  【  r「  

」      な共  

、  

～   長 二居Ⅰり三のユ九広行五七九時藤度、島件公一 のき財と二）ち 一 四 言 合地におこ                                                                           にで関よ二   
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【           【           【           【         ■■‾弓  【  

ノ＼ 、大決旨成公く、、 
そ   

【           【  【  【  【           【           【  【  
【           【           【  

八・るる違同  
→岡地立に所  

一昭いつユニ手  

【           【         l 「  【           【           【  【           【  〔           【  【  【  【  

…吉宗   
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【  【  【  声「  【  F「 「「  P「  P「  戸「  
は お い 的 用  

い止治  六  わ時一  質の  

、き、廃て立の法か、○て  

しミ 

筐暮夏孟宗慧遠島覇表こ宗吾整ヨ彗違至芸琴習モ空車蓋本蛋誓高富冬責垣     を（1）に に止込 し し（3）例的の取、上該項由 う 有機れ（1）0埋の判 に判公 う 本廃判  
排形 よ 図説んて て黙（な う 得同所埋〕がなが能 る「木立適決お決用 な判止決  

る さ も 致失黙媒適て理決用  と こ こ 結立維がか し 冒 ○め止有  て と 決関 ○②  

公れか さ と 示介用 い論以廃  し と と 果法持害 っ て 的す た の水  排 そ の す そ 黙       、    、  
物 る かせ的項事た に前止  て がな三す さ 公の に な点有面  除 の②る れ示  
の 可わ る 埋公 を例 の 従の の 」「確 く（3）五べれ然形使わ で無理  し 上黙右 ゆ 的   
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時
効
取
得
に
必
要
な
二
つ
の
要
件
≦
所
有
権
の
客
体
 
（
物
）
 
た
 
 

る
「
土
地
」
性
な
ら
び
に
黙
示
の
公
用
廃
止
E
の
各
々
の
充
足
 
 

根
拠
を
明
示
す
る
こ
と
（
鮒
鞘
詣
諾
蝿
語
順
如
綿
失
、
）
に
あ
 
 

る
。
 
 
 

㈲
 
検
討
 
 
 

し
か
し
な
が
ら
、
本
判
決
の
理
論
構
成
は
、
右
第
一
こ
弟
二
の
 
 

い
ず
れ
の
側
面
と
の
関
係
で
も
、
疑
問
が
残
る
。
 
 
 

ま
ず
、
第
一
の
点
に
つ
い
て
い
え
ば
、
上
記
本
判
決
の
理
論
構
 
 

成
に
お
い
て
は
、
拗
原
状
回
復
義
務
は
消
滅
す
る
が
仰
の
形
態
的
 
 

要
素
が
喪
失
し
な
い
場
合
を
見
逃
し
て
い
る
点
が
問
題
で
あ
る
。
 
 

そ
の
具
体
例
と
し
て
は
、
埋
立
法
三
五
条
二
項
の
原
状
回
復
義
務
 
 

の
免
除
に
よ
り
埋
立
土
砂
を
無
償
で
国
の
所
有
と
し
た
が
、
埋
立
 
 

地
が
公
共
用
財
産
と
し
て
の
形
態
・
機
能
を
有
し
て
い
る
場
合
が
 
 

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
公
共
的
性
質
を
有
す
る
埋
立
地
を
、
 
 

国
有
財
産
法
上
の
普
通
財
産
と
評
価
し
て
時
効
取
得
を
認
め
る
の
 
 

は
適
当
で
は
な
い
（
開
催
鮎
踊
酎
難
掲
）
。
な
お
、
右
以
外
の
事
例
 
 

と
し
て
、
原
状
回
復
義
務
が
時
効
消
滅
し
た
場
合
を
想
定
す
る
論
 
 

者
も
い
る
が
（
慨
酢
諸
聖
、
し
か
し
、
あ
た
か
も
物
権
的
請
 
 

求
権
が
消
滅
時
効
に
か
か
ら
な
い
の
と
同
様
、
公
共
用
財
産
へ
の
 
 

侵
害
が
持
続
し
て
い
る
限
り
、
原
状
回
復
請
求
権
は
日
々
刻
々
発
 
 

生
し
て
い
る
と
辞
さ
れ
る
の
で
、
原
状
回
復
義
務
に
つ
い
て
時
効
 
 

消
滅
を
考
え
る
余
地
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
 
 

一
方
、
第
二
の
点
に
関
す
る
判
例
の
論
理
は
、
拗
原
状
回
復
義
 
 

務
の
対
象
と
な
る
限
り
㈲
埋
立
地
が
再
び
公
有
水
面
に
復
元
さ
れ
 
 

る
可
能
性
が
あ
る
が
ゆ
え
に
 
「
土
地
」
性
を
有
し
な
い
、
と
い
う
 
 

も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
と
の
関
係
で
は
、
ま
ず
、
本
判
決
が
、
 
 

【
3
7
】
判
決
を
引
用
し
っ
つ
、
原
状
回
復
義
務
の
条
文
根
拠
を
、
埋
 
 

立
法
三
五
条
一
項
に
求
め
て
い
る
点
が
問
題
と
な
る
。
と
い
う
の
 
 

も
、
同
条
は
、
H
免
許
失
効
お
よ
び
日
無
免
許
埋
立
の
場
合
に
適
 
 

用
さ
れ
る
規
定
で
あ
っ
て
、
臼
埋
立
権
に
基
づ
く
埋
立
に
は
適
用
 
 

。
 

が
な
い
し
た
が
っ
て
、
判
旨
が
「
埋
立
権
者
が
竣
功
認
可
を
受
 
 

け
て
当
該
埋
立
地
の
所
有
権
を
取
得
す
る
ま
で
は
、
…
…
公
有
水
 
 

面
埋
立
法
三
五
条
一
項
に
定
め
る
原
状
回
復
義
務
の
対
象
と
な
り
 
 

得
る
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
条
文
適
用
に
誤
り
が
あ
る
し
、
ま
 
 

た
、
臼
免
許
に
基
づ
く
埋
立
も
含
め
た
一
般
原
則
と
し
て
「
公
有
 
 

水
面
埋
立
法
三
五
条
一
項
に
定
め
る
上
記
原
状
回
復
義
務
は
、
海
 
 

の
公
共
性
を
回
復
す
る
た
め
に
埋
立
て
を
し
た
者
に
課
せ
ら
れ
た
 
 

義
務
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
点
も
、
不
正
確
で
あ
る
。
本
稿
冒
 
 

頭
に
お
い
て
触
れ
た
よ
う
に
、
本
件
は
、
そ
も
そ
も
臼
免
許
失
効
 
 

が
生
じ
て
い
な
い
事
案
で
あ
る
よ
う
に
も
解
さ
れ
た
。
に
も
か
か
 
 

わ
ら
ず
、
本
判
決
が
H
免
許
失
効
を
認
定
し
た
う
え
、
上
記
の
よ
 
 

う
な
判
示
を
行
っ
た
の
は
、
本
判
決
引
用
の
【
3
7
】
判
決
が
、
⇔
無
 
 

免
許
埋
立
の
事
案
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

臼
埋
立
権
に
基
づ
く
埋
立
に
関
す
る
原
状
回
復
義
務
の
条
文
根
 
 

拠
に
関
し
て
は
、
竣
功
認
可
の
告
示
前
に
埋
立
権
者
が
行
っ
た
違
 
 

反
行
為
に
対
し
て
原
状
回
復
そ
の
他
の
処
分
を
命
ず
る
こ
一
と
が
で
 
 

き
る
旨
を
定
め
た
、
埋
立
法
三
二
条
一
項
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
 
 

も
し
日
日
臼
の
全
事
例
を
対
象
に
原
状
回
復
を
問
題
に
し
た
い
の
 
 

で
あ
れ
ば
、
‥
［
免
許
失
効
の
場
合
に
は
、
三
五
条
一
項
に
基
づ
く
 
 

原
状
回
復
義
務
が
あ
り
、
0
無
免
許
埋
立
の
場
合
に
は
、
三
六
条
 
 

に
よ
る
準
用
の
結
果
、
三
二
条
一
項
な
い
し
三
五
条
一
項
に
基
づ
 
 

く
原
状
回
復
の
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
、
臼
許
可
に
基
づ
く
埋
立
 
 

に
関
し
て
も
、
竣
功
認
可
前
に
お
い
て
は
三
二
条
一
項
を
理
由
と
 
 

す
る
原
状
回
復
の
可
能
性
が
あ
る
が
ゆ
え
に
、
い
ま
だ
上
記
制
の
 
 

時
効
取
得
の
要
件
を
充
足
し
な
い
、
と
の
説
示
が
行
わ
れ
る
べ
き
 
 

で
あ
っ
た
。
 
 
 

し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
そ
も
そ
も
佃
原
状
回
復
の
可
能
性
を
論
 
 

ず
る
意
味
が
あ
る
の
か
が
問
題
で
あ
る
。
 
 
 

と
い
う
の
も
、
本
判
決
は
、
㈲
の
時
効
取
得
の
要
件
に
関
し
 
 

て
、
海
面
下
の
土
地
所
有
権
に
関
す
る
回
「
土
地
」
性
否
定
説
を
 
 

前
提
に
、
佃
原
状
回
復
の
可
能
性
の
消
滅
に
よ
り
刷
埋
立
地
が
 
 

「
土
地
」
と
な
っ
て
民
法
一
六
二
条
の
要
件
を
満
た
す
と
解
し
て
 
 

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
回
「
土
地
」
 
 

性
否
定
説
の
根
拠
と
し
て
本
判
決
が
引
用
す
る
判
例
の
う
ち
、
 
 

【
柑
】
の
根
幹
部
分
は
、
①
自
然
海
没
地
 
（
②
人
工
海
没
地
）
8
③
 
 

払
下
げ
海
面
に
関
し
て
、
〓
疋
の
場
合
に
は
所
有
権
が
成
立
す
る
 
 

と
の
命
題
に
あ
り
、
こ
れ
と
必
ず
し
も
論
理
的
結
合
関
係
に
な
い
 
 

回
「
土
地
」
性
否
定
の
説
示
部
分
だ
け
を
、
独
立
的
な
法
命
題
と
 
 

し
て
本
判
決
が
引
用
し
た
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
っ
た
。
一
方
、
 
 

【
3
7
】
判
決
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
た
公
有
水
面
埋
立
法
二
四
条
や
 
 

三
五
条
の
規
定
は
、
海
面
下
の
土
地
な
い
し
陸
地
化
し
た
埋
立
地
 
 

そ
れ
自
体
の
法
的
性
質
に
関
し
て
は
一
切
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
 
 

と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
同
法
の
適
用
さ
れ
る
事
案
に
お
 
 

い
て
は
、
同
法
一
条
一
項
に
よ
り
、
海
が
 
「
国
ノ
所
有
二
属
ス
 
 

ル
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
同
法
の
適
用
の
な
 
 

い
事
案
に
お
い
て
は
、
海
面
下
の
土
地
が
私
権
の
客
体
と
な
る
か
 
 

否
か
は
、
他
に
こ
の
点
に
つ
き
定
め
た
特
別
の
法
条
が
存
在
し
な
 
 

い
以
上
、
も
っ
ぱ
ら
私
法
の
一
般
理
論
‡
支
配
可
能
性
と
支
配
 
 

価
値
が
あ
る
か
ど
う
か
⊆
－
に
よ
り
決
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
 
 

が
、
し
か
し
、
た
と
え
右
判
断
に
基
づ
き
「
不
動
産
」
性
が
認
定
 
 

さ
れ
た
海
面
下
の
土
地
に
関
し
て
も
、
そ
れ
は
、
無
主
物
で
あ
っ
 
 

た
と
こ
ろ
を
民
法
二
三
九
条
二
項
に
よ
り
国
の
所
有
に
属
し
た
も
 
 

の
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
結
論
は
、
上
記
公
有
水
面
埋
立
法
の
適
用
 
 

事
例
と
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
国
有
地
た
る
海
 
 

面
下
の
土
地
に
関
し
て
は
、
公
共
用
財
産
た
る
性
質
を
失
わ
な
い
 
 

限
り
、
公
益
性
と
抵
触
す
る
限
り
に
お
い
て
、
私
法
の
適
用
が
否
 
 

定
さ
れ
る
結
果
、
私
人
の
権
利
取
得
は
、
付
合
や
時
効
取
得
と
い
 
 

っ
た
法
定
取
得
を
含
め
て
排
除
さ
れ
る
（
競
郎
欄
渋
㌫
絹
駅
調
 
 

昼
鎧
欄
謂
議
飢
郡
冊
鮎
麒
朋
欄
舶
艶
郎
琵
謂
噛
触
）
。
そ
し
 
 

て
、
以
上
の
点
は
、
こ
の
国
有
地
が
、
海
面
下
に
あ
ろ
う
が
陸
地
 
 

化
し
ょ
う
が
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
（
謂
如
如
抽
㍍
誤
粗
鋼
硝
 
 

処
理
は
、
あ
く
ま
で
も
不
動
産
登
記
法
上
の
技
術
的
・
政
策
的
問
題
に
す
ぎ
ず
、
 
 

こ
れ
を
不
動
産
登
記
手
続
以
外
に
推
及
さ
せ
、
一
般
論
に
敷
宿
す
る
こ
と
が
で
き
 
 

な
い
の
は
、
公
有
水
面
埋
立
法
と
同
様
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
海
面
下
の
土
 
地
も
私
的
所
有
権
の
客
体
と
な
る
が
、
た
だ
し
、
登
記
能
力
を
有
す
る
の
は
陸
地
 
 

詣
艶
㌍
指
摘
回
る
）
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
国
有
地
た
る
海
面
 
 

下
の
土
地
な
い
し
自
然
的
あ
る
い
は
人
工
的
原
因
で
陸
地
化
し
た
 
 

土
地
に
つ
き
、
私
人
が
所
有
権
を
取
得
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
も
 
 

っ
ぱ
ら
公
共
用
財
産
た
る
性
質
を
喪
失
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
か
 
 

か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
喪
失
さ
せ
る
の
は
、
公
用
廃
止
で
 
 

あ
る
。
こ
の
点
、
公
有
水
面
埋
立
法
二
四
条
の
竣
功
認
可
の
告
示
 
 

は
、
土
地
に
関
す
る
明
示
的
な
公
用
廃
止
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
 
 

し
て
、
埋
立
法
三
五
条
の
原
状
回
復
義
務
の
免
除
は
 
…
 
上
記
の
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よ
う
に
同
条
は
土
地
の
所
有
権
の
帰
属
を
定
め
た
規
定
で
は
な
い
 
 

こ
と
か
ら
 
ー
 
土
地
に
関
す
る
公
用
廃
止
の
意
思
表
示
と
は
評
価
 
 

で
き
な
い
。
 
 
 

以
上
を
要
す
る
に
、
海
面
下
の
土
地
が
国
有
地
と
解
さ
れ
る
以
 
 

上
は
、
潮
時
効
取
得
の
要
件
に
関
し
て
、
公
用
廃
止
の
ほ
か
に
、
 
 

私
的
所
有
権
の
客
体
と
し
て
の
「
土
地
」
化
を
挙
げ
る
必
要
は
な
 
 

い
か
ら
、
こ
の
点
と
の
関
係
で
佃
原
状
回
復
義
務
を
論
ず
る
必
要
 
 

性
は
な
い
。
ま
た
、
公
有
水
面
埋
立
法
三
五
条
の
原
状
回
復
義
務
 
 

の
免
除
が
土
地
に
関
す
る
公
用
廃
止
の
意
思
表
示
と
評
価
で
き
な
 
 

い
こ
と
か
ら
、
公
用
廃
止
要
件
と
の
関
係
で
も
価
原
状
回
復
義
務
 
 

を
論
ず
る
実
益
は
な
い
。
 
 
 

他
方
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
原
状
回
復
義
務
が
喪
失
し
て
も
公
 
 

共
用
財
産
と
し
て
の
性
質
を
維
持
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
得
る
以
 
 

上
、
山
形
態
的
要
素
の
喪
失
を
闇
原
状
回
復
義
務
の
消
滅
と
評
価
 
 

す
る
こ
と
も
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
結
局
、
公
有
水
面
埋
立
法
の
 
 

適
用
事
例
で
あ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、
海
面
下
の
土
地
な
い
し
埋
 
 

立
地
に
関
す
る
私
人
の
蒔
効
取
得
の
成
否
は
、
本
判
決
以
前
の
裁
 
 

判
例
（
【
銅
】
【
2
0
】
【
3
8
】
）
 
の
よ
う
に
、
黙
示
的
公
用
廃
止
説
の
一
 
 

般
理
論
に
従
っ
て
処
理
す
れ
ば
足
り
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
畑
 
 

原
状
回
復
義
務
の
消
滅
や
長
期
間
の
不
行
使
は
、
黙
示
的
公
用
廃
 
 

止
説
の
一
般
要
件
で
あ
る
と
こ
ろ
の
旧
公
共
用
財
産
と
し
て
の
形
 
 

態
的
要
素
の
消
滅
を
認
定
す
る
際
の
判
断
斬
料
の
一
つ
と
す
る
こ
 
 

と
で
充
分
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
よ
り
、
本
判
決
が
、
本
件
各
埋
立
地
に
つ
い
て
時
効
取
得
 
 

を
認
定
し
た
結
論
は
妥
当
と
解
す
る
が
、
そ
の
理
論
構
成
に
関
し
 
 

て
は
、
反
対
で
あ
る
。
 
 

本
件
評
釈
と
し
て
、
大
嶺
崇
¢
み
ん
け
ん
 
（
民
事
研
修
）
五
 
 
 

八
八
号
（
二
〇
〇
六
年
）
四
七
貢
、
福
永
実
色
法
令
解
説
資
料
 
 
 

総
覧
二
九
二
号
（
二
〇
〇
六
年
）
九
四
貢
、
松
尾
弘
『
平
成
一
 
 
 

七
年
度
重
要
判
例
解
説
』
 
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
一
三
一
三
 
 
 

号
、
二
〇
〇
六
年
）
 
七
三
貢
が
あ
る
。
 
 

九
≡
 
拘
置
所
に
拘
留
中
の
者
が
脳
梗
塞
 
 

を
発
症
し
重
大
な
後
遺
症
が
残
っ
 
 

た
場
合
に
つ
い
て
速
や
か
に
外
部
 
 

の
医
療
機
関
へ
転
送
さ
れ
て
い
た
 
 

な
ら
ば
重
大
な
後
遺
症
が
残
ら
な
 
 

か
っ
た
相
当
程
度
の
可
能
性
の
存
 
 

在
が
証
明
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
 
 

と
し
て
国
家
賠
償
責
任
が
認
め
ら
 
 

れ
な
か
っ
た
事
例
 
 

折
葉
大
群
 
岡
 
林
 
伸
 
幸
 
 

【
事
実
】
 
住
居
侵
入
罪
で
逮
捕
さ
れ
東
京
拘
置
所
に
勾
留
さ
 
 

れ
て
い
た
Ⅹ
は
平
成
一
三
年
四
月
一
日
午
前
七
時
三
〇
分
頃
、
 
 

布
団
の
上
で
上
半
身
を
起
こ
し
た
ま
ま
の
状
態
で
い
る
の
を
環
 
 

員
が
発
見
し
た
。
そ
こ
で
同
日
午
前
八
時
ご
ろ
、
東
京
拘
置
所
 
 

医
務
部
病
院
に
運
び
込
ま
れ
医
師
が
診
察
し
た
と
こ
ろ
、
Ⅹ
は
 
 

脳
内
出
血
ま
た
は
脳
梗
塞
の
疑
い
が
あ
り
、
午
前
八
時
一
〇
分
 
 

頃
に
特
定
集
中
治
療
室
に
収
用
さ
れ
た
。
 
 
 

午
後
八
時
三
〇
分
過
ぎ
に
医
師
が
頭
部
C
T
撮
影
を
し
た
と
 
 

こ
ろ
、
Ⅹ
の
脳
に
は
低
吸
収
域
が
写
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ⅹ
 
 

の
症
状
は
脳
梗
塞
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
判
断
し
、
薬
品
を
投
 
 

与
し
た
。
そ
の
後
経
過
観
察
を
し
、
Ⅹ
は
午
後
九
時
二
〇
分
に
 
 

は
就
寝
し
た
。
 
 
 

翌
四
月
二
日
午
前
七
時
五
〇
分
頃
、
Ⅹ
は
「
こ
ち
ら
の
言
う
 
 

こ
と
は
分
か
る
ら
し
い
。
［
日
を
閉
じ
て
と
い
う
と
目
を
閉
じ
る
。
 
 

右
半
身
麻
痺
二
三
詣
障
害
が
あ
る
」
状
態
で
あ
っ
た
。
同
日
午
 
 

前
九
時
二
七
分
頃
、
頭
部
C
T
撮
影
が
行
わ
れ
、
Ⅹ
の
左
の
脳
 
 

室
が
圧
迫
さ
れ
て
お
り
、
脳
浮
腰
の
進
行
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
 
 

損
害
賠
償
請
求
書
件
、
最
高
裁
平
一
七
㈲
七
一
五
号
、
平
 
 

1
7
・
1
2
・
8
一
小
法
廷
判
決
、
上
告
棄
却
、
判
例
時
報
一
 
九
二
三
号
二
六
貢
 
 

か
ら
、
Ⅹ
を
東
京
拘
置
所
で
保
存
的
治
療
を
す
る
こ
と
は
不
適
 
 

当
で
あ
る
と
判
断
し
、
受
け
入
れ
可
能
な
病
院
を
探
し
、
Ⅹ
は
 
 

午
後
三
時
九
分
頃
に
救
急
車
で
運
び
出
さ
れ
、
午
後
三
時
四
一
 
 

分
に
到
着
し
た
。
 
 
 

同
病
院
に
到
着
し
た
と
き
は
、
Ⅹ
は
昏
睡
状
態
で
あ
り
、
午
 
 

後
四
時
三
〇
分
に
行
わ
れ
た
頭
部
C
T
撮
影
の
結
果
、
左
中
大
 
 

脳
動
脈
領
域
に
広
範
な
脳
浮
腫
が
出
現
し
、
左
半
球
は
短
小
化
 
 

し
、
脳
室
は
拡
大
し
て
い
る
と
い
う
状
態
で
あ
り
、
症
状
は
憎
 
 

悪
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
Ⅹ
の
弁
護
人
の
同
意
を
得
て
、
同
 
 

日
午
後
一
〇
時
一
五
分
か
ら
四
月
三
日
午
前
○
時
二
三
分
ま
で
、
 
 

Ⅹ
の
前
側
頭
部
の
緊
急
関
頭
減
圧
手
術
を
施
行
し
た
。
 
 
 

平
成
一
三
年
八
月
当
時
の
Ⅹ
の
病
状
は
、
言
語
や
文
字
の
理
 
 

解
力
。
判
断
力
は
著
し
く
低
下
し
て
お
り
、
右
半
身
完
全
運
動
 
 

麻
痺
と
い
う
重
大
な
後
遺
症
が
残
っ
た
。
そ
こ
で
Ⅹ
は
Y
 
（
国
）
 
 

に
対
し
、
東
京
拘
置
所
の
職
員
で
あ
る
医
師
は
、
Ⅹ
に
脳
梗
塞
 
 

の
適
切
な
治
療
を
受
け
さ
せ
る
た
め
に
、
速
や
か
に
外
部
の
医
 
 

療
機
関
に
転
送
す
べ
き
義
務
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
 
 

れ
を
怠
っ
た
な
ど
と
主
張
し
て
、
国
家
賠
償
法
一
条
一
項
に
基
 
 

づ
い
て
、
慰
籍
料
及
び
弁
護
士
費
用
を
請
求
し
た
。
 
 
 

第
一
審
判
決
 
（
東
京
地
判
平
1
6
。
1
・
2
2
判
夕
一
一
五
五
8
 
 

一
三
二
）
 
は
、
第
一
回
C
T
撮
影
の
撮
影
時
間
は
四
月
一
日
午
 
 

前
一
〇
時
七
分
で
あ
る
と
認
定
し
た
上
で
、
午
前
八
時
三
〇
分
 
 

過
ぎ
ご
ろ
に
は
Ⅹ
に
血
栓
溶
解
療
法
の
適
応
が
あ
っ
た
可
能
性
 
 

が
相
当
程
度
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
時
点
で
東
京
拘
置
 
 

所
の
医
師
は
適
切
な
治
療
を
行
え
る
専
門
病
院
に
転
医
さ
せ
る
 
 

義
務
が
あ
っ
た
と
し
た
。
そ
し
て
そ
の
義
務
違
反
に
よ
り
Ⅹ
は
 
 

血
栓
溶
解
療
法
を
受
け
る
機
会
を
奪
わ
れ
て
重
大
な
後
遺
症
が
 
 

残
っ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
Y
は
こ
れ
に
よ
っ
て
発
生
し
た
精
 
 

神
的
損
害
を
賠
償
す
べ
き
責
任
が
あ
る
と
し
て
、
慰
籍
料
一
〇
 
 

〇
万
円
、
弁
護
士
費
用
二
〇
万
円
が
認
め
ら
れ
た
。
 
 
 

原
審
判
決
（
東
京
高
判
平
1
7
。
1
。
1
8
判
時
一
八
九
六
¢
九
 
 

八
）
 
は
、
第
一
回
C
T
撮
影
の
撮
影
時
間
は
四
月
一
日
午
前
九
 
 

時
三
分
で
あ
る
と
認
定
し
た
上
で
、
そ
の
時
点
で
血
栓
溶
解
療
 
 

法
の
適
応
が
あ
っ
た
と
は
認
め
が
た
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
転
医
 
 

し
て
血
栓
溶
解
療
法
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
Ⅹ
の
重
篤
な
後
 
 

遺
症
が
残
ら
な
か
っ
た
相
当
程
度
の
可
能
性
が
あ
る
と
は
い
え
 
 

な
い
と
し
て
、
Ⅹ
の
請
求
を
棄
却
し
た
。
Ⅹ
が
上
告
し
た
。
 
 
 


